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印 刷 局 売 店 の 開 設 と 販 売 価 格
リ ャ ー ト に お け る 書 籍 販 売
本 屋 街 の 出 現
モ ス ク ワ 以 外 で の 諸 都 市 で の 書 籍 販 売
流 通 の 経 路 と 範 囲
「 1 7 世 紀 の 本 の 道 」
印 刷 局 売 店 の 購 入 者 台 帳 よ り
『 古 版 本 へ の 書 き 込 み 大 全 』 （ 第 1 分 冊 ） よ り
地 名 の 合 計
販 売 経 過 の 実 例
『 ア レ ク セ イ 法 典 』 （ 第 2 版 ）
モ ス ク ワ 版 『 聖 書 』
『 初 等 読 本 』
ヴ ァ リ ハ ウ ゼ ン 著 『 歩 兵 の 戦 闘 構 造 の 理 論 と 計 略 』
ス モ ト リ ッ キ イ の 『 文 法 』
第 3 章 　 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 籍 印 刷
　 1 7 世 紀 初 頭 の 書 籍 印 刷 は 生 産 体 制 、 刊 本 の 内 容 と も に 1 6 世 紀 の 延 長 線 上
に あ っ た 。 だ が 1 5 8 0 年 代 の 末 か ら よ う や く 安 定 し た 状 況 の も と で 行 わ れ る
よ う に な っ て い た ロ シ ア の 書 籍 印 刷 は 、 1 7 世 紀 早 々 に ま た 新 た な 困 難 に 直
面 し た 。 そ れ は ス ム ー タ と 呼 ば れ る お よ そ 1 0 年 に わ た る 動 乱 の 時 代 が 続 い
た こ と に よ る 。
　 1 7 世 紀 の 書 籍 印 刷 は ス ム ー タ の 時 代 か ら 世 紀 末 に 至 る ま で 絶 え ず 社 会 お
よ び 政 治 の 動 向 に 左 右 さ れ 続 け た 。 〈 表 1 ＞ は 1 7 世 紀 を 1 0 年 ご と に 区 切 っ て
モ ス ク ワ に お け る 刊 行 点 数 を 示 し た も の だ が 、 こ の 数 字 は 情 勢 を 如 実 に 反
映 し て い る 。 た だ し 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 籍 印 刷 に は 刊 行 点 数 だ け か ら で は 直
接 読 み と る こ と は 出 来 な い 変 化 が 生 じ て い る 。 そ れ は そ の 時 々 の 皇 帝 お よ
び 総 主 教 の 意 向 に よ り 刊 行 さ れ る 書 籍 の 主 題 が 大 き く 左 右 さ れ た こ と に よ
































ヨ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 そ の 他 に 基 づ い て 論 を す す め る 。 （ 姓 の 女 性 形 の 末 尾 の
表 記 一 ヴ ァ を さ か の ぼ っ て 一 ワ と 修 正 し 統 一 す る ） u ・
　 な お 、 ロ シ ア は 1 6 5 4 年 に ウ ク ラ イ ナ の 一 部 分 を 併 合 す る が 、 ド ニ エ プ ル 左
岸 の ウ ク ラ イ ナ 及 び 右 岸 の 都 市 キ エ フ を 含 む 国 境 線 が ほ ぼ 確 定 す る ま で に
は 紆 余 曲 折 が あ る の で 、 第 6 章 で ウ ク ラ イ ナ を 一 括 し て 論 ず る こ と と す る 。
　 第 1 節 　 ス ム ー タ （ 動 乱 ） の 時 代
　 （ 1 ） 時 代 背 景
　 書 籍 印 刷 に つ い て ふ れ る 前 に 、 1 6 世 紀 末 か ら 1 7 世 紀 初 頭 に か け て の 時 代
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t a g o ｝
背 景 に つ い て ス ク ル ィ ン ニ コ フ の 一 連 の 著 作 お よ び 『 ソ ビ エ ト 歴 史 百 科 』
を 参 考 に 少 し 詳 し く 述 べ て お こ う 。
　 1 5 8 4 年 に イ ヴ ァ ン 4 世 （ 雷 帝 ） が 没 し た あ と 息 子 フ ヨ ー ド ル が 同 年 に 即 位
し フ ヨ ー ド ル 1 世 を 名 乗 っ た が 、 か れ は 1 5 9 8 年 1 月 6 日 に 4 0 才 で こ の 世 を
去 っ た 。 フ ヨ ー ド ル に は 娘 が ひ と り い た だ け で そ の 娘 も 幼 少 の 頃 に す で に
亡 く な っ て お り 、 皇 位 を 継 承 す る 子 孫 は な か っ た 。 ま た 、 フ ヨ ー ド ル 以 外
の イ ヴ ァ ン 4 世 の 3 人 の 息 子 た ち も す で に 没 し て い た の で 、 こ の 時 点 で 8 6 2
年 以 来 の リ ュ ー リ ク 朝 は 途 絶 え た 。 そ し て こ れ は そ の 後 の 情 勢 流 動 化 の 大
き な 要 因 と な っ た 。
　 フ ヨ ー ド ル の 死 後 、 貴 族 、 高 位 聖 職 者 、 モ ス ク ワ 士 族 、 商 工 住 民 の 代 表
か ら な る 全 国 会 議 （ ゼ ム ス キ ー ・ ソ ボ ー ル ） が 召 集 さ れ 、 ポ リ ス ・ ゴ ド ゥ ノ
ブ が 皇 帝 に 選 出 さ れ た 。 か れ は フ ヨ ー ド j v 　 1 世 の 後 見 人 と し て 1 5 8 4 年 以 来
権 力 の 座 に あ っ た が 、 こ の 時 点 か ら 名 実 と も に 最 高 権 力 の 座 に つ い た 。 し
か し な が ら か れ の 前 途 は 多 難 で あ っ た 。
　 イ ヴ ワ ン 4 世 の 4 人 の 息 子 の う ち ・ 7 回 目 の 結 婚 相 手 （ 最 後 の 皇 妃 ） マ リ ヤ
・
フ ェ ド b ヴ ナ ・ ナ ガ ー ヤ と の 間 に 生 ま れ た ド ミ ト リ イ は 、 父 イ ヴ ァ ン の
死 後 に 母 と 共 に 送 ら れ て い た ウ グ リ チ （ モ ス ク ワ の 北 北 東 2 1 0 k m ） に お い て 、
i 5 9 1 年 、 1 0 才 の 時 に 非 業 の 死 を 遂 げ て い た 。 か れ の 死 に 関 L て は 三 つ の 説
































ど も 含 ま れ て い る が 、 1 7 世 紀 に モ ス ク ワ 人 口 は 2 0 万 人 に 達 し た と 『 モ ス ク
ワ 史 （ 全 6 巻 ） 』 第 1 巻 （ 4 4 6 頁 ） で 述 べ ら れ て い る 数 字 と 比 較 し て み る と 事
態 の 深 刻 さ が 一 層 明 瞭 に な る 。
　 ロ シ ア は や が て 長 く 続 く 動 乱 の 時 代 を む か え る が 、 次 に そ の 主 だ っ た 事
柄 だ け を 列 記 し て お こ う 。
1 6 0 2 年
1 6 0 4 年
1 6 0 5 年
1 6 0 6 年
1 6 0 7 年
1 6 1 0 年
1 6 1 1 年
1 6 1 2 年
1 6 1 3 年
ロ シ ア か ら 逃 亡 し て き た 若 い 修 道 士 グ レ ゴ リ ィ ・ オ ト レ ビ エ フ が リ ト
ワ の ヴ ィ リ ノ に 現 わ れ ド ミ ト リ イ を 名 乗 る 。
秋 ／ ポ ー ラ ン ド の 大 領 主 た ち が 提 供 し た 数 千 の 強 力 な 軍 隊 と 共 に 偽 ド
ミ ト リ イ が ロ シ ア に 侵 入 。
％ ポ リ ス ・ ゴ ド ゥ ノ ブ 急 死 。 同 日 ゴ ド ゥ ノ ブ の 息 子 で あ る 1 6 才 の フ ヨ
ー
ド ル が 即 位 し フ ヨ ー ド ル 2 世 を 名 乗 る 。
％ 市 民 の 反 乱 に よ り フ ヨ ー ド ル は 母 親 お よ び 姉 妹 と 共 に 逮 捕 さ れ る 。
％ 偽 ド ミ ト リ イ の 命 令 に よ り フ ヨ ー ド ル と 母 親 が 殺 害 さ れ る 。
％ 偽 ド ミ ト リ イ 即 位 。 ド ミ ト リ イ 1 世 を 名 乗 る 。
％ モ ス ク ワ で 商 工 住 民 の 暴 動 発 生 。 そ の 後 反 乱 に 。
％ 偽 ド ミ ト リ イ 暗 殺 さ れ る 。
大 貴 族 ヴ ァ シ ー リ ィ ・ シ ュ イ ス キ イ 即 位 。 ヴ ァ シ ー リ ィ 4 世 を 名 乗 る 。
夏 ／ ロ シ ア 南 部 で 農 民 と 奴 隷 の 反 乱 が 起 き る 。 や が て イ ヴ ァ ン ・ ボ ロ
ト ニ コ フ が そ の 指 揮 者 と な る 。
政 府 軍 が ボ ロ ト ニ コ フ の 反 乱 を 鎮 圧 。
第 2 の 偽 ド ミ ト リ イ が ポ ー ラ ン ド 共 和 国 の 数 千 の シ ュ ラ フ タ （ 小 貴 族
・
領 主 階 級 ） と 共 に ロ シ ア に 侵 入 。 そ の 後 2 年 間 政 府 軍 と の 間 で 戦 闘
が 続 く 。
ポ ー ラ ン ド 軍 が ロ シ ア に 侵 入 。 モ ス ク ワ を 占 領 。
％ 第 2 の 偽 ド ミ ト リ イ 暗 殺 さ れ る 。
首 都 解 放 軍 が 組 織 さ れ る 。
ス ウ ェ ー デ ン 軍 が ノ ヴ ゴ ロ ド を 占 領 。
ポ ジ ャ ル ス キ イ が 率 い る 解 放 軍 が モ ス ク ワ を 奪 回 。 ポ ー ラ ン ド 軍 退 却 。
％ ミ ハ イ ル ・ ロ マ ノ ブ が 全 国 会 議 で 皇 帝 に 選 出 さ れ る 。
　 5
　 こ の よ う に し て 1 6 0 4 年 か ら 目 ま ぐ る し く 続 い て い た 動 乱 は ミ ハ イ ル ・ ロ

































キ イ （ A H H c M M 　 M H x a M 」 o B 　 P a n M 田 e B c K m b ） を 長 と し て 組 織 さ れ た 。 か れ は 1 5 8 6
年 に リ ト ワ か ら モ ス ク ワ に 来 て 製 本 の マ ス テ ル と し て 働 き 始 め た 多 才 な 人
物 で 、 の ち に そ の 才 能 が 認 め ら れ た の で あ ろ う 。 第 2 の 《 イ ズ バ ー 》 に よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ ス タ － フ
り 印 刷 さ れ た の は 『 福 音 経 』 （ 〔 1 6 0 6 年 〕 ） と 『 奉 事 規 定 』 （ 〔 1 6 1 0 年 〕 ） の 2 点
だ け だ が 、 芸 術 性 と 技 術 的 完 成 度 は ロ シ ア に お い て 高 く 評 価 さ れ て い る 。
し か し な が ら 『 奉 事 規 定 』 は そ の 「 前 が き 」 の 中 に 異 端 と み な さ れ る 意 見
の 表 明 が あ る と の 理 由 で 発 禁 処 分 と な っ た 。 そ れ 以 後 ラ ジ シ ェ ー フ ス キ イ
に よ る 刊 本 は 知 ら れ て い な い 。 後 年 の 資 料 に よ れ ば 、 か れ は 「 大 砲 お よ び
鐘 鋳 造 の マ ス テ ル 」 と 呼 ば れ て い る が 、 1 6 2 9 年 以 降 は 名 前 が 見 あ た ら な い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r g 5 ）
こ と か ら 1 6 3 0 年 頃 に 没 し た も の と 考 え ら れ て い る 。
　 第 3 の 《 イ ズ バ ー 》 は ニ キ ー タ ・ フ ヨ ー ド ロ フ ・ フ ォ ー フ ァ ノ ブ （ H H K H T a
・ … p ・ ￥ ・ φ a H ・ B ） ま た の 名 は ア ニ キ ー タ ・ フ ・ 一 ド ・ ヴ ・ チ ・ フ ・ 一 フ ・ ノ
ブ （ ・ ・ 一 Φ ・ n ・ P … ￥ Φ a H ・ B ） が 長 と な っ て い た ・ ・ 6 ・ 9 年 1 1 月 に ・ 総 月 課
経 』 を 刊 行 し で い る の で 、 従 来 の 作 業 速 度 か ら 考 え て 1 6 0 8 年 1 1 月 頃 ま で に
こ の 《 イ ズ バ ー 》 が 開 設 さ れ た も の と 考 え る こ と が で き る 。 フ ォ ー フ ァ ノ
ブ は プ ス コ フ の 出 身 で 生 年 は 不 詳 。 1 7 世 紀 前 半 に 集 中 的 に 使 わ れ た 《 ニ キ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ I E 9 6 ）
一
タ 活 字 》 を 作 っ た 人 物 で 、 1 6 0 6 年 か ら 活 字 を 作 っ て い た 。 か れ は 『 総 月
課 経 』 刊 行 後 の い ず れ か の 時 点 で 第 3 の 《 イ ズ バ ー 》 を モ ス ク ワ の 東 方 約
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ i m e 7 ）
4 0 0 k m の ニ ー ジ ニ ィ ・ ノ ヴ ゴ ロ ド に 運 び 出 し て い る 。 こ れ は ど の 時 点 で 移 転
し た の か に よ っ て そ の 意 昧 あ い が 異 な っ て く る 。 モ ス ク ワ 解 放 以 前 で あ れ
ば 避 難 、 そ れ 以 後 で あ れ ば 再 建 準 備 と 考 え る こ と が 出 来 る 。 そ の ど ち ら で
あ る に し て も 移 転 先 に 東 方 の ニ ー ジ ニ ィ ・ ノ ヴ コ ロ ド を 選 ん だ の は 、 西 方
か ら の ポ ー ラ ン ド 軍 の 新 た な 侵 攻 を 警 戒 し て の こ と で あ ろ う 。 ま た ニ ー ジ
ニ ィ ・ ノ ヴ ゴ ロ ド は ヴ ォ ル ガ 河 畔 に 位 置 し て い る の で 、 緊 急 の 場 合 に は ヴ
ォ ル ガ 河 を 南 下 し て さ ら に 避 難 す る こ と も 考 え ら れ て い た で あ ろ う 。 1 6 1 3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ M 9 8 ）
年 1 2 月 に 当 地 で 『 ニ ー ジ ニ ィ ・ ノ ヴ ゴ ロ ド の 印 刷 の 記 念 碑 』 と 呼 ば れ る フ
ォ リ オ 版 6 葉 （ 1 2 頁 ） の 出 版 物 を 印 刷 し て い る 。 こ れ は ス ム ー タ の 時 代 の 出
































積 極 的 な 姿 勢 を 象 徴 し て い た 。
　 1 6 2 2 年 の 時 点 で 、 印 刷 局 に は ふ た つ の 《 イ ズ バ ー 》 と ふ た つ の 《 シ ュ タ
ン プ （ I I I T a M n ） 》 （ 「 基 幹 」 の 意 ） が あ っ た 。 印 刷 機 は フ ォ ー フ ァ ノ ブ と ド ミ ト
リ エ フ の 《 イ ズ バ ー 》 に 各 1 台 、 ネ ヴ リ ュ ー エ フ と コ ン ド ラ ー ト の 《 シ ュ
タ ン プ 》 に 各 2 台 の 合 計 6 台 で あ っ た 。 こ れ が 1 6 2 4 年 に は 8 台 、 1 6 2 9 年 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r 1 o o ）
は 9 台 、 そ し て 1 6 3 3 年 に は 1 4 台 と 急 増 し た 。
　 強 化 策 と し て 印 刷 機 の 台 数 増 の 他 に 、 印 刷 所 付 属 の 一 連 の 工 房 が 作 ら れ
た 。 そ れ ら は 活 字 鋳 造 所 、 絵 画 ・ 彫 刻 、 製 本 、 指 物 の 各 工 房 、 鍛 冶 場 、 採
鉱 場 （ イ ・ ク 用 礪 が 出 る ） お よ び ニ ス を 熱 す る た め の 炉 床 で あ つ
蕊 こ ち
ら の 方 は 石 造 で は な く 、 木 造 の 複 数 の 建 物 の 中 に 設 置 さ れ て い た 。
　 刊 行 さ れ た 書 籍 の 点 数 も 当 然 の こ と な が ら こ の 状 況 を 反 映 し て 着 実 に 増
加 し た 。 再 建 後 2 0 年 間 の 年 毎 の 推 移 は 次 の 通 り で あ る
1 6 1 5 年
1 6 1 6
1 6 1 8
1 6 1 9






1 6 2 1 年
1 6 2 2
1 6 2 3
1 6 2 4






1 6 2 6 年
1 6 2 7
1 6 2 8
1 6 2 9






1 6 3 1 年
1 6 3 2
1 6 3 3
1 6 3 4






　 な お 、 1 6 2 7 年 に は こ の 他 に 検 閲 に よ り 未 完 成 の ま ま 残 さ れ た キ リ ス ト 教
の 『 大 教 理 問 答 集 』 が 1 点 あ る 。 （ 本 章 第 4 節 （ 3 ） 検 閲 の 項 参 照 ）
　 技 術 面 に 関 し て は 、 『 4 0 0 年 史 』 が 1 6 2 0 年 代 に お け る 印 刷 作 業 の 分 業 化 の
進 展 に つ い て ふ れ て い る が 、 そ の 内 容 を 次 の 3 点 に ま と め る こ と が 出 来 る 。
　 1 ． 1 6 1 2 年 の 予 算 の 見 積 り の 中 で は 、 マ ス テ ル の 他 に 活 字 鋳 造 工 、 画 家 、
彫 版 師 、 指 物 師 、 鍛 冶 工 が 含 ま れ て い る が 、 植 字 工 お よ び 印 刷 工 は な い 。
　 2 ． 1 6 2 0 年 代 の 資 料 で は 分 業 の 進 展 が 見 ら れ 、 各 印 刷 機 に は マ ス テ ル の
他 に 植 字 工 2 名 、 印 刷 工 4 名 、 イ ン ク 塗 り 工 5 名 の 配 置 が 示 さ れ て い る 。
の ち に イ ン ク 塗 り 工 の う ち 1 名 が 解 版 工 と な り 、 4 職 種 1 1 名 の 印 刷 チ ー ム
が 確 立 す る 。

































刷 局 で の 責 任 分 担 に ふ れ た 節 が あ る 。 こ れ は 1 9 1 3 年 に モ ス ク ワ で 出 版 さ れ
た A 言 　 A ． ボ ク ロ フ ス キ イ 著 『 1 7 世 紀 前 半 の モ ス ク ワ 印 刷 局 付 録 I I 』 か ら 抜 粋
し た も の だ が 、 そ の 第 5 項 に 次 め 記 述 が あ る ： 「 植 字 工 は 組 版 す る こ と 、
印 刷 工 は 用 紙 に 印 刷 す る こ と 、 イ ン ク 塗 り 工 は イ ン ク を 塗 る こ と が 職 務 で
あ る 。 各 印 刷 機 に は 植 字 工 2 名 、 印 刷 工 4 名 、 イ ン ク 塗 り 工 4 名 の 合 計 1 0
名 ず つ 酋 己 置 さ れ る が 、 仕 事 は 全 員 で は な く 5 名 ず つ が 交 替 で 、 4 日 ず つ 、
休 息 つ き で 働 く 。 各 印 刷 機 で は 毎 日 、 朱 色 な し の 黒 イ ン ク の み で 片 面 な ら
ば 2 ， 4 0 0 枚 ｛ 両 面 の 場 合 は 1 ， 2 σ 0 枚 を 印 刷 す る 。 各 葉 は （ 2 色 刷 り の 場 合 は ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t S 1 o 4 ）
両 面 で 合 計 4 回 印 刷 さ れ る の で 2 日 で 刷 り 上 る 」 。 解 版 工 に つ い て は 記 さ れ
て い な い が 、 イ ン ク 塗 り 工 の 5 人 の う ち の 1 人 が 解 版 工 に な っ た こ と は 前
述 し た 通 り で あ る 。 た だ し イ ン ク 塗 り 工 の 人 数 が い つ か ら 5 人 に な っ た の
か 、 解 版 工 の 勤 務 日 数 は 交 替 制 勤 務 と の 関 係 で ど の よ う に な っ て い た の か 、
そ し て 交 替 制 勤 務 が 行 わ れ て い た 時 代 は い つ か ら い つ ま で な の か と い う 3
点 に つ い て は 不 明 の ま ま 残 る 。
　 ② 　 プ ー ル ツ ォ フ の 印 刷 活 動 に つ い て
　 1 6 3 0 年 初 め か ら 1 6 4 0 年 代 初 め に か け て ヴ ァ シ ー リ ィ ・ フ ヨ ー ド ロ フ ・ プ
ー
ル ッ ォ フ ＝ プ ロ ト ポ ポ ラ （ B a c H r m t i Φ e n o p o B 　 B Y p u o B ・ n p o T o n o n o B 、 生 没 年 不
詳 ） と い う 《 マ ス テ ル 》 が 従 来 と ・ は ま っ た く 異 な る 条 件 の も と で 印 刷 活 動 を
し て い る 。 『 4 0 0 年 史 』 に よ れ ば 、 プ ー ル ツ ォ フ は 印 刷 終 了 後 に 刊 行 部 数 を
現 金 化 じ て 返 済 し な け れ ば な ら な い 貸 付 け を 国 庫 か ら 受 け て い た 。 か れ の
下 に は 印 刷 機 2 台 と 職 人 2 5 名 が 配 置 さ れ て い た が 、 職 人 た ち の 一 部 分 は 賃
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t S 1 o 5 ）
仕 事 で 働 い て い た 。 ま た 「 印 刷 設 備 の 独 特 な 賃 貸 に 関 し て 話 題 に な っ た 」
セ も 述 べ ら れ て い る こ と か ら 、 印 刷 機 そ の 他 の 必 要 な 設 備 一 式 を か れ が 借
り て い た こ と を 推 測 で き る 。 し か し 賃 貸 料 や 正 規 職 員 の 人 件 費 の 支 払 い 等
に つ い て は 不 明 で あ る 。 シ ー ド ロ フ に よ ㌔ れ ば 、 プ ー ル ツ ォ フ は 《 書 記 官
（ n O l u ， f l H t i ） 》 の 地 位 に あ り 、 こ れ は 《 マ ス テ ル 》 と み な さ れ る 他 の 印 刷 者
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t a I o 6 ）
た ち よ り も 高 い 地 位 で あ っ た 。







































の 中 に 少 年 を 鞭 で “ 教 え る ” 学 校 を 描 い た 版 画 の 口 絵 が あ る （ 図 1 ） 。 こ
れ は ロ シ ア の 印 刷 書 籍 に お い て は 初 め て の 《 世 俗 的 》 主 題 の 挿 絵 と い わ れ
　 　 　 （ t Z 1 1 4 ）
て い る 。 ま た こ の 第 2 版 の 最 初 の 方 の ペ ー ジ に は プ ー ル ツ ォ フ の 作 と み な
さ れ て い る 目 的 と 教 え 方 に つ い て の 音 節 詩 （ ポ ー ラ ン ド 詩 法 の 影 響 の も と に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r 1 1 5 ｝
ロ シ ア で は 1 7 ～ 1 8 世 紀 に 広 く 行 わ れ た ） が あ る 。 ど ち ら の 版 も 八 つ 折 版 で 、
内 容 は 正 教 会 の 通 常 の テ キ ス ト の 抜 粋 に よ り 作 成 さ れ て い た と い う 。 ブ ー ．
ル ッ ォ フ は 『 初 等 読 本 』 を 刊 行 し た こ と か ら 当 時 《 初 等 読 本 の 書 記 官 》 と
呼 ば れ て い た 。
　 プ ー ル ツ ォ フ の 出 版 物 に は ウ ク ラ イ ナ や ベ ラ ル ー シ の 影 響 が 現 わ れ て い
る 。 た と え ば 、 1 6 4 1 年 刊 の 『 規 定 （ カ ノ ン ） 』 に は 標 題 紙 が 付 さ れ て い る が 、
こ れ は ロ シ ァ の 刊 本 と し て ぱ 初 め て の こ と で 、 ウ ク ラ イ ナ の 出 版 物 の 影 響
と み ら れ て い る 。 た だ し 、 標 題 紙 が ロ シ ア で 一 一 般 化 す る の は 1 6 6 0 年 以 降 の
こ と で あ る 。 オ ー ナ メ ン ト （ 装 飾 の 図 柄 ） や イ ニ シ ャ ル （ 装 飾 頭 字 ） の 使 用
に お い て も 1 6 3 4 年 刊 『 聖 詠 経 』 で は ウ ク ラ イ ナ の オ ス ト ロ ー ク の 類 型 、 1 6 3 6
年 刊 『 聖 詠 経 』 で は オ ス ト ロ ー ク お よ び ベ ラ ル ー シ の ク テ イ ン の 類 型 、 そ
し て 1 6 3 8 年 刊 『 聖 詠 経 （ 補 足 付 き ） 』 で は オ ス ト ロ ー ク 版 『 聖 書 』 の 類 型 を
使 用 し て い る 。 ま た 活 字 オ ー ナ メ ン ト （ 文 字 や 記 号 で は な く 図 柄 を 鋳 込 ん だ 活
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 1 1 6 ）
字 ） の 使 用 も ウ ク ラ イ ナ の 影 響 と 考 え ら れ て い る 。
　 こ の よ う に プ ー ル ッ ォ フ は 当 時 と し て は 様 々 な 試 み を し た 。 芸 術 学 者 で
あ る シ ー ド ロ フ は か れ を 本 の 装 飾 の 優 れ た 芸 術 家 と し て 、 イ ヴ ァ ン ・ フ ヨ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t a 1 1 7 ）
一
ド ロ フ お よ び ラ ヂ シ ェ ー フ ス キ イ と 並 び 称 し て い る 。 ま た プ ー ル ッ ォ フ
は 「 あ と が き 」 の 中 に 自 分 の 名 前 を 記 し た 1 7 世 紀 ロ シ ア に お け る 最 後 の 印
刷 者 で あ っ た 。
　 以 上 に 見 た ブ ー ル ツ ォ フ の 印 刷 活 動 に つ い て 、 ロ シ ア の 研 究 者 た ち は 独
立 し た 印 刷 所 と は み な し て お ら ず 、 表 現 に 多 少 の 違 い は あ る も の の か れ は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t a 1 1 8 ）
印 刷 局 の 《 独 立 し た 部 門 》 の 管 理 を 任 さ れ て い た と 解 釈 し て い る 。 な お シ
ー
ド ロ フ は 、 プ ー ル ツ ォ フ が 別 個 に 自 分 の 印 刷 所 を モ ス ク ワ の 中 心 部 キ タ











































































私 た ち は 聖 人 の 名 を い た だ き ま す 。 そ れ は そ の 聖 人 の 生 涯 を 私 た ち の 手 本
と し て そ れ に 近 付 く よ う に 生 き る 努 力 を す る た め ． さ ら に 聖 人 の 代 求 （ 私 た
ち に 代 っ て 神 様 に 祈 っ て い た だ く ） を 願 う た め で す 」 。
『 諸 聖 略 伝 』 は 大 変 な 人 気 を 博 し 、 1 7 世 紀 中 に 「 前 半 」 が 8 回 、 「 後 半 」 が
7 回 刊 行 さ れ て い る i f 　 1 7 世 紀 ロ シ ア に お い て ベ ス ト セ ラ ー と 呼 び う る 出 版
物 の 初 め て の 出 現 で あ っ た 。 そ の 人 気 の 秘 密 ∫ ま 、 各 月 の 聖 人 た ち に ち な ん
だ 多 数 の 物 語 に あ る 。 な お 1 9 8 4 年 に モ ス ク ワ で 出 版 さ れ た 『 ソ 連 邦 内 に 所
蔵 さ れ て い る ス ラ ヴ 語 ・ ロ シ ア 語 写 本 総 目 録 ： 1 1 － 1 3 世 紀 』 （ 以 下 、 『 1 1 －
1 3 世 紀 写 本 総 目 録 』 と 記 す ） に よ れ ば 、 1 2 世 紀 末 な い し は 1 3 世 紀 初 め か ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r 1 2 z ）
1 3 世 紀 末 ま で の 時 代 の 『 諸 聖 略 伝 』 の 写 本 が 1 7 点 保 存 さ れ て い る 。
　 ② 個 人 の 著 作
　 個 人 の 著 作 は 、 個 別 の 著 述 家 の 著 作 ま た は 何 人 か の 著 作 の 『 論 集 』 の 形 を
と っ た 。 個 別 の 著 述 家 の 著 作 で は 、 ビ ザ ン チ ン の 最 も 偉 大 な 教 父 た ち の う
ち の ひ と り で あ る イ オ ア ン ・ ズ ラ ト ウ ー ス ト （ 金 口 聖 ヨ ハ ネ ） 著 『 マ ル ガ リ
　 　 　 　 　 （ t h I z 3 ）
一
ト （ 真 珠 ） 』 （ 1 6 4 1 年 ） が 最 初 に 刊 行 さ れ た 。 か れ は 3 4 7 年 に 当 時 は ビ ザ ン
チ ン 帝 国 内 （ 現 ト ル コ 領 ） に あ っ た 東 部 地 中 海 沿 岸 地 方 の 主 要 都 市 ア ン テ ィ
オ キ ァ に 生 れ た 。 イ オ ア ン は 2 0 代 で す で に 著 作 を 物 し て お り 、 3 9 7 年 に は コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C t e l 2 4 ）
ン ス 汐 ン チ ノ ー プ ル の 大 司 教 に 選 出 さ れ て い る 。 4 0 7 年 に 没 し 、 の ち に 聖 人
の 列 に 加 え ら れ た 。 8 0 4 に の ぼ る イ オ ア ン の 説 教 が 知 ら れ て い る が 、 1 5 世 紀
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ＆ 1 2 5 ）
の 教 会 史 家 ニ キ フ ォ ル ・ カ ッ リ ス ト ス は そ れ を 1 ， 0 0 0 以 上 知 っ て い た と い う 。 こ
の 多 数 の 説 教 ゆ え 、 か れ は 死 後 1 0 0 年 以 上 を 経 て か ら ’ 1 （ D 6 r v v o p c δ X ρ v a 6 σ τ o s t o c
（ 口 か ら 黄 金 の よ う な 言 葉 の 溢 れ る ヨ ハ ネ ） と 呼 ば れ る よ う に な っ た 。 ズ ラ ト
ウ ー ス ト は 古 代 ロ シ ア 語 で 「 ズ ラ ト （ 金 ） 」 と 「 ウ ー ス ト （ 口 ） 」 を 意 味 す
る 。 か れ の 著 作 は 1 7 世 紀 中 に 他 に も ． 3 点 が 刊 行 さ れ 、 『 マ ル ガ リ ー ト 』 も 1 6 9 8
年 に ふ た た び 刊 行 さ れ て い る 。 1 7 世 紀 末 ま で に 刊 行 さ れ た こ の 種 の 個 人 の
著 作 は 『 ジ 9 一 ル ノ ワ の 総 目 録 』 の 索 引 に よ れ ば 合 計 3 1 点 で あ る 。 な お 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t Z 1 2 6 ）
イ オ ア ン の 著 作 は 1 1 世 紀 の 三 点 の 写 本 の 中 に す で に あ ら わ れ て お り 、 こ れ

































日 を 6 月 1 日 と し て い る の で ど ち ら か が 日 付 の 読 み 違 い を し て い る が 、 い
ず れ に し て も 当 時 は 初 め て の タ イ ト ル は 刷 了 ま で に 6 ケ 月 か ら 1 年 は か か
っ て い た こ と か ら す れ ば 異 例 の 速 さ で あ っ た 。 こ れ は ロ シ ア が お か れ て い
た 近 隣 諸 国 と の 緊 張 し た 関 係 の 中 で 、 西 欧 の 進 ん だ 軍 事 理 論 を 吸 収 し よ う
と す る 熱 意 の 表 わ れ で あ っ た 。 し か し 、 挿 入 す る 3 5 枚 の 銅 版 画 を 印 刷 す る
技 術 が 当 時 の ロ シ ア に は な か っ た の で 、 標 題 紙 を 含 め 1 ， 2 0 0 冊 分 4 3 ， 2 0 0 葉 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t S 1 2 9 ）
オ ラ ン ダ に 発 注 し た 。 と こ ろ が 、 肝 心 の 標 題 紙 が 届 い た の が 2 年 後 の 1 6 4 9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t S 1 3 o ）
年 だ っ た こ と か ら 刊 行 は 大 幅 に 遅 れ た 。 同 書 は 教 会 の 検 閲 を 受 け な か っ た 。
　 世 俗 的 内 容 の 出 版 物 の 2 点 目 は 、 1 6 4 8 年 に 刊 行 さ れ た メ レ テ ィ ・ ス モ ト
　 　 　 　 　 　 　 （ i S 1 3 1 ）
リ ツ キ イ 著 『 文 法 』 。 こ れ は 1 6 1 9 年 に ヴ ィ リ ノ 近 郊 の エ ヴ ィ エ で 初 め て 刊 行
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 1 3 2 ）
さ れ た ス モ ト リ ッ キ イ の 著 書 の モ ス ク ワ 版 で あ る 。 次 に 同 書 刊 行 の 経 緯 に
っ い て 『 キ セ リ ョ ー フ 論 文 』 （ 1 6 2 頁 ） を 中 心 に 述 べ る 。
　 モ ス ク ワ で は 『 初 等 読 本 』 や 『 聖 詠 経 』 に よ る 従 来 の 読 み 書 き の 水 準 で
は な く 、 原 文 の 分 析 が で き 、 表 現 の 正 し さ や 翻 訳 の 正 確 さ を 学 び う る 、 よ
り 高 い 水 準 の 書 物 を 検 討 し た 。 そ し て ス モ ト リ ッ キ イ の 著 書 が 候 補 に あ が
っ た が 、 か れ が 正 教 か ら の 離 脱 者 で あ る こ と が 難 点 で あ っ た 。 し か し な が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ M 1 3 3 ）
ら 、 他 に よ り 良 い 文 法 書 が な い た め 、 著 者 名 を 伏 せ て 出 版 し た 。 そ れ 以 外
に も 様 々 に 手 が 加 え ら れ た 。 原 著 で は 随 所 に 見 ら れ る ラ テ ン 文 字 と ギ リ シ
ア 文 字 は 姿 を 消 し た 。 そ の 一 方 で 本 文 の 前 後 に 、 エ ヴ ィ エ 版 に は な い 文 章
が い く つ も 付 け 加 え ら れ た 。 ま ず 本 文 の 前 に マ ク シ ム ・ グ レ ー ク の 著 作 を
利 用 し た 序 文 が あ る 。 本 文 の あ と に は 誰 か あ る 人 物 の 問 い に 対 し て マ ク シ
ム ・ グ レ ー ク が 答 え る と い う 問 答 形 式 の 補 遺 が 3 4 7 － 3 6 0 葉 に あ り 、 さ ら に
‡ ㌶ 襟 鶯 欝 ’ て い る ゜ モ ス ク ワ 版 の 編 集 に 携 わ つ た の が 誰
　 以 上 の 経 緯 を 見 れ ば 、 『 文 法 』 は 世 俗 的 内 容 の 出 版 物 で あ る に も か か わ ら
ず 教 会 に よ る 検 閲 が 行 わ れ た こ と は 明 ら か で あ る 。 し か し 同 書 は 1 6 4 7 年 1 2
月 6 日 か ら 1 6 4 8 年 2 月 2 日 の わ ず か 2 ケ 月 た ら ず の 短 期 間 で 完 成 し て い る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t e 1 3 4 ）










































そ し て こ の さ な か に チ ス ト ー イ は 殺 害 さ れ 、 5 日 に は 逃 亡 し よ う と し た ト
ラ ハ ニ オ ト フ が 捕 え ら れ 殺 害 さ れ た 。 事 態 を 静 観 し て い た 士 族 た ち は 蜂 起
を 利 用 し 、 1 0 日 に な っ て 全 国 会 議 の 召 集 、 土 地 お よ び 金 銭 に よ る 俸 給 の 支
払 い 、 逃 亡 農 民 の 探 索 期 間 の 拡 大 そ 句 他 を 皇 帝 に 要 求 し た 。 皇 帝 は 1 1 日 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 1 3 9 ）
モ ロ ゾ フ を 解 任 し て キ リ ッ ロ ・ ベ ロ ゼ ー ル ス キ イ 修 道 院 に 送 り 、 1 2 日 に 勅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t
令 を 出 し て 滞 納 金 の 取 り 立 て を 延 期 す る 。 だ が も う 一 方 で 政 府 は 銃 兵 隊 に
対 し て 2 倍 の 俸 給 と 食 料 を 支 給 す る こ と で 蜂 起 し た 側 に 模 を 打 ち 込 み 、 蜂
起 の 指 導 者 ど 最 も 禎 極 的 な 参 加 者 た ち を 処 刑 す る 可 能 性 を 手 中 に し た 。
　 7 月 に 全 国 会 議 が 召 集 さ れ 、 『 法 典 』 編 纂 の た め 7 月 1 4 日 に 大 貴 族 H ． H ． オ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t t 1 4 o ）
ド エ フ ス キ イ を 長 と す る 5 人 の メ ン バ ー ㌔ ・ ら 成 る 起 草 委 員 会 に 原 案 作 成 が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t h 1 4 1 ）
委 任 さ れ た 。 原 案 作 成 に ア レ ク セ イ 自 ’ 身 の 個 人 参 加 も あ っ た と い う 。 1 6 4 8
年 1 0 月 3 日 、 全 国 会 議 に 対 し て 原 案 が 提 示 さ れ 、 審 議 が 開 始 さ れ た 。 1 6 4 9
年 1 月 2 9 日 審 議 終 了 。 こ の 間 に モ ロ ゾ フ は 平 穏 に な っ た モ ス ク ワ に 戻 り 元
の 地 位 に 就 く 。 こ う し て 誕 生 し た こ の 法 典 は 『 会 議 法 典 』 と も 呼 ば れ る 。
『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 で は 刊 行 の 日 付 は 審 議 終 了 日 の 1 6 4 9 年 1 月 2 9 日
と さ れ て い る が 、 実 際 の 刊 行 日 は 次 に 示 す ふ た つ の う ち の ど ち ら か 、 お そ
ら く は 後 者 で あ る 。 キ セ リ ョ ー フ の 研 究 に よ れ ば 1 6 4 9 年 4 月 7 日 印 刷 開 始 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ
同 年 5 月 2 9 日 刷 了 と 5 3 日 間 で 刊 行 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 1 9 1 3 年 に 国
立 出 版 所 か ら 当 時 の ロ シ ア 文 字 に 直 し て 出 版 さ れ た 『 ア レ ク セ イ 法 典 』 へ
の 「 序 文 」 に よ れ ば 印 刷 開 始 日 は 同 じ だ が 、 刷 了 は 5 月 2 0 日 と 9 日 間 早 ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t a 1 4 3 ）
り 4 4 日 間 に な っ て い る 。 版 次 は 未 確 認 だ が 初 版 の 可 能 性 も あ る 『 ア レ ク セ
イ 法 典 』 の 原 価 計 算 俵 3 参 照 ） で は 1 2 台 の 印 刷 機 の 職 人 た ち に 対 し て 1 ケ
月 半 と 2 日 分 （ 4 7 日 分 ？ ） の 賃 金 が 支 払 わ れ た こ と が 記 さ れ て い る の で 、 モ
ス ク ワ 印 刷 所 が 全 力 を あ げ て 取 り 組 ん で い た こ と が わ か る 。 そ し て ま た 5
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 け 　 ハ
月 2 1 日 か ら 『 聖 詠 経 』 の 印 刷 が 開 始 さ れ て い る と こ ろ か ら す れ ば 2 0 日 刷 了
と 考 え る ほ う が 妥 当 で あ ろ う 。
　 「 序 文 」 で は ま た 、 6 月 1 日 に 「 1 部 1 ル ー プ ル で 売 る 」 よ う 勅 令 が 出 た
































価 が 上 昇 し 、 加 え て ふ た つ の 戦 争 の 期 間 中 に 急 激 な 増 税 を 行 っ た こ と か ら
国 民 の 経 済 生 活 は 破 綻 し た 。 そ し て つ い に 1 6 6 2 年 7 月 2 5 日 に モ ス ク ワ で 《 銅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 1 4 6 ）
貨 一 揆 》 と 呼 ば れ る 民 衆 の 蜂 起 が あ っ た 。 対 ス ウ ェ ー デ ン 戦 争 は 1 6 5 8 年 に
終 っ て い た が 、 ポ ー ラ ン ド と の 戦 争 は 1 6 6 7 年 ま で 続 い た 。 1 6 7 0 年 か ら 1 6 7 1
年 に か け て は ス テ パ ン （ ス テ ン カ ） ・ ラ ー ジ ン が 率 い る ド ン ・ コ サ ッ ク の 反
乱 が 起 こ り 、 一 時 期 ロ シ ア 南 部 を 中 心 に 支 配 地 域 を 広 げ た 。 こ う し た 状 況
下 で 書 籍 印 刷 が 刊 行 点 数 で 後 退 し た の は や む を 得 な い こ と だ が 、 内 容 的 に
も 最 盛 期 に 次 々 と 刊 行 さ れ た よ う な 目 新 し い 企 画 は あ ま り 見 当 ら な い 。 た
だ し 、 1 6 6 0 年 か ら 標 題 紙 を 付 け る こ と が ロ シ ア で も 少 し ず つ 増 え は じ め 、
本 の 装 飾 や 活 字 の 分 野 で の 技 術 的 な 進 歩 は 見 う け ら れ る 。
　 次 に 、 1 7 世 紀 後 半 に 刊 行 さ れ た 書 籍 の 中 か ら 特 徴 的 な 5 点 を 年 代 順 に 紹
介 し て お こ う 。
　 第 1 は 、 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 （ N α 2 5 5 ） に 記 載 さ れ て い る 1 6 5 4 年 4 月
3 0 日 刊 行 の T A M O ＞ K E H H A A 　 1 一 P A M O T A （ 「 関 税 文 書 」 ） 。 ロ シ ア で は 税 制 の 改
革 を は か る た め 1 6 5 3 年 に 「 商 法 令 」 を 定 め た が 、 こ の 法 令 に 基 づ い て 翌 1 6 5 4
年 4 月 3 0 日 付 で 「 関 税 文 書 」 が 作 成 さ れ た 。 こ れ に よ り ロ シ ア 国 内 の 関 税
統 一 の 過 程 が 完 了 し た 。 「 関 税 文 書 」 は 印 刷 全 紙 2 葉 を 貼 り 合 わ せ た 1 枚 物
な の で 書 籍 と は 呼 べ な い が 重 要 な 印 刷 物 で あ る 。 本 文 の 組 版 は 8 2 行 で 、 1 0
行 の 測 定 値 は 8 6 m m 。 キ セ リ ョ ー フ も 、 ル ッ ポ フ も こ の 印 刷 物 に 何 ら 注 意 を
払 っ て い な い が 、 1 7 世 紀 ロ シ ア に お け る 数 少 な い 世 俗 的 内 容 の 出 版 物 で あ
る 。 モ ス ク ワ の 国 立 歴 史 博 物 館 と べ テ ル プ ル グ の 科 学 ア カ デ ミ ー 図 書 館 が
所 蔵 し て い る 。
　 第 2 は 『 初 等 読 本 』 。 現 物 が 確 認 さ れ て い る の は ま ず モ ス ク ワ 印 刷 所 か ら
刊 行 さ れ た 4 点 （ 1 6 5 7 、 1 6 6 4 、 1 6 6 7 、 1 6 6 9 年 ） が あ る 。 こ の 他 に 1 6 7 9 年 に 「 御
上 の 印 刷 所 」 に お い て シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ッ キ イ が 著 し た 『 教 会 ス ラ ヴ 語 初
等 読 本 』 が 刊 行 さ れ て い る 。 1 6 9 6 年 に 刊 行 さ れ た カ リ オ ン ・ イ ス ト ー ミ ン
に よ る 『 初 等 読 本 』 は 特 殊 な 例 な の で 、 「 第 4 節 （ 2 ） 『 初 等 読 本 』 に つ い て の

































は 、 お も に 1 4 9 9 年 の 『 ゲ ン ナ ー ヂ ィ 聖 書 』 を ギ リ シ ア 語 の 聖 書 と 照 合 し な
が ら 作 成 さ れ て い る 。 『 ゲ ン ナ ー ヂ ィ 聖 書 』 は 1 4 8 4 年 か ら 1 5 0 4 年 に か け て ノ
ヴ ゴ ロ ド で 大 主 教 の 地 位 に あ っ た ゲ ン ナ ー ヂ ィ （ F e H H a 醐 ， 1 一 〇 H o 3 0 B ま た は
， 。 H 3 。 B ） に よ っ て 、 冊 に ま と め ら れ た 躰 の 、 初 め て の 鰭 ≧ 書 で あ る ．
ゲ ン ナ ー ヂ ， は 鯵 器 に 酬 さ れ た 写 本 が 。 シ ア に お い て 見 つ か ら な か
っ た 「 歴 代 志 略 」 「 エ ズ ド ラ 第 一 書 」 「 ネ ー ミ ヤ 書 」 そ の 他 の 部 分 に つ い て
は 、 聖 ヒ エ ロ ニ ム ス （ S a n 　 G e r o l a m o 、 3 4 0 － 4 2 0 ） が お も に 完 成 さ せ た ラ テ ン
語 訳 『 ウ ル ガ ー タ 聖 書 』 か ら 翻 訳 し て い る 。 そ の た め オ ス ト ロ ー ク 版 『 聖
書 』 刊 行 の 際 に は 複 数 の 翻 訳 者 が 全 体 を 見 直 す と 同 時 に 、 『 ウ ル ガ ー タ 聖 書 』
か ら 翻 訳 さ れ た 部 分 を ギ リ シ ア 語 聖 書 に の っ と っ て 翻 訳 し な お し て い る 。
こ の よ う な 作 業 を 経 て は い る が 、 『 ゲ ン ナ ー ヂ ィ 聖 書 』 は オ ス ト ロ ー ク 版 『 聖
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ l t 1 5 1 ）
書 』 の 基 礎 と な り 、 さ ら に は 1 6 6 3 年 の モ ス ク ワ 版 『 聖 書 』 へ と 連 な っ て い る 。
　 モ ス ク ワ 版 『 聖 書 』 は 、 ニ ー コ ン が モ ス ク ワ を 去 っ た あ と 教 会 と 印 刷 局
を 支 配 し て い た 府 主 教 ピ テ 介 リ ム （ n H T M p H M 、 在 位 1 6 5 8 － 1 6 6 7 。 な お 1 6 7 2 －
1 6 7 3 年 は 総 主 教 ） の も と で 1 6 6 3 年 1 2 月 1 2 日 に 刊 行 さ れ た 。 フ ォ リ オ 版 で 、
印 刷 部 数 は 2 ， 4 0 0 部 。 価 格 は 1 部 5 ル ⊥ プ ル 。 こ の 時 代 の 書 籍 の 価 格 は ま だ
全 般 的 1 こ 高 く 、 庶 民 の 生 活 か ら は か け 離 れ た も の で あ っ た が 、 そ の な か で
も こ の 『 聖 書 』 は と り わ け 高 額 で あ っ た 。 ル ッ ポ フ の 説 明 で は 、 当 時 の 価
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ E 1 5 2 ｝
格 で 5 ル ー プ ル は ロ シ ア 人 が 常 食 と す る ラ イ 麦 1 ， － 1 0 0 k g 分 に 相 当 す る と い う 。 ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t t 1 5 3 ｝
た 原 価 も 3 ル ー プ ル 3 7 ％ コ ペ イ カ と 3 ル ー プ ル 5 3 コ ペ イ カ の 二 説 が あ る が 、
い ず れ に し て も 破 格 で あ っ た 。 最 初 の 標 題 紙 の 次 に 配 さ れ て い る 木 版 画 の
口 絵 は 彫 刻 師 ゾ シ マ の 作 だ が 、 こ の 仕 事 だ け で 4 0 ル ー ブ ル を 支 払 っ た と い
う 憎 絵 は 中 央 に 聖 ゲ 勤 ギ ー の 竜 遇 台 に 擬 し 鵠 上 の 皇 帝 ア レ ク セ イ ．
ミ ハ イ t h ヴ ィ チ の 肖 像 と と も に 描 か れ た 国 章 、 そ の 下 に モ ス ク ワ の 地 図 、
左 側 に は ア ダ ム と イ ヴ の 楽 園 追 放 の 説 話 、 右 側 に キ リ ス ト 礫 刑 図 そ の 他 の
情 景 な ど 、 聖 俗 の 主 題 や 象 徴 を 一 体 化 し た 構 図 の 大 作 で あ る 。 モ ス ク ラ の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 　 1 5 5 ）
地 図 が ロ シ ア の 刊 本 に 収 め ら れ た の は こ れ が 初 め て の こ と で あ る 。 な お 『 聖






　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 1 5 6 ）
　 第 5 は 、 1 6 8 2 年 に 刊 行 さ れ た 『 便 利 な 計 算 （ 掛 け 算 の 九 九 表 ） 』 で あ る 。
こ れ は ロ シ ア で 最 初 に 刊 行 さ れ た 数 学 書 で 、 正 式 な 書 名 は 『 買 い 手 ま た は
売 り 手 の 誰 で も こ れ に よ っ て ど ん な 品 物 の 数 も 探 し 出 す こ と が 出 来 る 便 利
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぱ
な 計 算 』 。 こ の 書 名 か ら 判 る よ う に ぐ 商 取 引 の た め の 実 用 書 で 、 4 折 版 、 標
題 紙 を 含 め て 2 6 葉 か ら 成 っ て い る 。 そ の う ち の 5 0 頁 を 掛 け 算 の 表 が 占 め て
お り 商 取 引 の 際 の 合 言 繊 一 プ ル ま で の 計 算 を 手 助 け す る 早 見 表 と な っ
て い る 。 数 字 は キ リ ル 文 字 を 代 用 し た ロ シ ア 式 で 書 か れ て お り 、 ア ラ ビ ア
数 字 は 使 わ れ て い な い 。
　 1 7 世 紀 末 ま で は 自 然 科 学 や ア ラ ビ ア 数 字 の 書 籍 を 所 有 し て い る だ け で も
正 教 会 に よ り 異 端 と さ れ だ 。 そ う し た 例 の ひ と つ と し て 外 交 官 だ っ た 貴 族
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ 5 7 ）
の A ． C ． マ ト ヴ ェ ー エ フ が 魔 法 使 い ど し て 弾 劾 さ れ た こ と が 伝 え ら れ て い る 。
1 7 U m 紀 の ロ シ ア で は 、 1 5 世 紀 た 茜 欧 で 刊 行 さ れ た ア ラ ビ ア 数 字 に 玉 る 算 数
の 教 科 書 な ど も 一 部 に は 知 ら れ て お り 、 そ の 方 式 は 従 来 か ら の 算 盤 （ 古 代 ギ
リ シ ア や ロ ー マ の ） を 使 っ た 方 式 と 併 存 し て い た 。 し か し 、 ア ラ ビ ア 数 字 で
書 か れ た も の を 利 用 す る 場 合 に は ロ シ ア 式 の 数 割 こ 書 き 換 え ， 内 容 も 『 便
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 セ 　 　 　
利 な 計 算 』 に み る よ う な 商 取 引 で の 実 用 性 が 中 心 と な っ た 。 し た が っ て ロ
シ ア の 数 学 の 水 準 は 算 術 の 範 囲 に 停 ま ら ざ 萩 を 得 な か っ た が 、 西 欧 で は 『 便
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f
利 な 計 算 』 の 2 年 後 に 、 微 積 分 学 を ニ ュ ー ト ン と は ま っ た く 別 個 に 確 立 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ z a 1 5 8 ）
た ラ イ プ ニ ッ ッ （ 1 6 4 6 － 1 7 1 6 ） の 著 書 『 極 大 と 極 小 に 関 す る 新 し い 方 法 』 （ ラ
イ プ ッ ィ ヒ 、 1 6 8 4 ） が 刊 行 さ れ 、 そ の 3 年 後 に は 万 有 引 力 の 法 則 を 説 明 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t a 1 5 9 ）
た ニ ュ ー ト ン （ 1 6 4 2 － 1 7 2 7 ） の 著 書 『 自 然 哲 学 の 数 学 的 原 理 』 （ ロ ン ド ン 、 1 6 8 7 ）
が 刊 行 さ れ て い る 。 こ の ふ た り は ロ シ ア に も や が て 大 き な 影 響 を 与 慕 る こ
と に な る 。
　 と こ ろ で 哩 利 な 計 算 』 は 3 2 年 後 の 1 7 1 4 年 に ペ テ ル プ ル グ で “ 改 訂 第 2
版 ” が 刊 行 さ れ る 。 た だ し “ 改 訂 第 2 版 ” は ア ラ ビ ア 数 字 に 書 き 換 え ら れ
て お り 、 1 0 3 頁 か ら 成 っ て い る 。 1 万 ま で の 掛 け 算 の 表 が 収 め ら れ て お り 、
表 の 大 き さ は 1 0 9 × 5 5 m m 。 書 名 も 『 な ん ら か の 品 物 の 価 格 ま た は 分 量 を 楽 に

































と ク テ イ ン の 修 道 士 た ち は 新 し い 活 字 と オ ー ナ メ ン ト で 自 分 た ち の 印 刷 所
を 始 動 さ せ た こ と 、 1 6 5 4 年 に ロ シ ア と ポ ー ラ ン ド の 間 で 新 た な 戦 争 が 始 ま
っ た た め イ ヴ ェ ー ル ス キ イ 修 道 院 に 疎 開 し た こ と が 説 明 さ れ て る 。 ま た 1 9 9 3
年 刊 の 『 古 代 ロ シ ア 書 物 辞 典 、 第 3 分 冊 第 2 部 』 （ 4 0 2 頁 ） で は ニ ー コ ン が 印
刷 所 を 移 動 し た こ と と 併 せ て 、 ク テ イ ン 修 道 院 の 修 道 士 た ち が ロ シ ア に 移
住 し た と 述 べ て い る 。 だ が 、 い ず れ に せ よ 印 刷 所 移 動 の こ の 措 置 は ニ ー コ
ン の 個 人 的 意 向 に よ る も の で 、 公 的 に は 最 盛 期 を 迎 え て い た モ ス ク ワ 印 刷
所 が 存 在 し て お り 、 何 ら 合 理 的 根 拠 が な か っ た 。
　 イ ヴ ェ ー ル ス キ イ 修 道 院 印 刷 所 の 活 動 に つ い て 伝 え ら れ て い る と こ ろ は
少 な い 。 刊 行 さ れ た こ と が 判 明 し て い る の は 次 の 3 タ イ ト ル 4 点 と 1 葉 だ
け で あ る 。
? ? ? ? ? ?
『 時 課 経 』 1 6 5 8 年 刊 、 八 折 版 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t e 1 6 5 ）
『 思 い 描 ぐ 楽 園 』 て 論 集 ） 第 1 部 。 1 6 5 8 年 刊 、 四 折 版 。
同 上 　 第 2 部 。 1 6 5 9 年 刊 、 四 折 版 。
　 　 　 　 　 　 　 （ ｝ t e 1 6 6 ）
『 精 神 的 な 糧 』 1 6 6 1 年 刊 、 四 折 版 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユ 　
「 イ ヴ t 一 ル ス キ イ 修 道 院 へ の 皇 帝 の 特 権 許 可 状 』 1 葉 、 1 6 6 5 年 。
　 印 刷 所 は 上 記 の 特 権 許 可 状 を 印 刷 し た あ と で 、 同 じ 1 6 6 5 年 の う ち に ニ ー
コ ン が 住 ん で い た ノ ー ヴ ィ ・ イ ェ リ サ リ ム （ 新 エ ル サ レ ム の 意 、 現 イ ス ト ラ 。
モ ス ク ワ の 北 西 約 4 5 k m ） へ 移 転 す る 。 ニ ー コ ン は 前 述 の よ う に ア レ ク セ イ と
の 意 見 の 衝 突 か ら 1 6 5 8 年 に モ ス ク ワ を 去 っ て 、 か れ が 当 地 に 建 て さ せ た ヴ
ォ ス ク レ セ ン ス キ イ 修 道 院 に 引 き こ も っ た が 、 逆 に ア レ ク セ イ か ら 同 修 道
院 に 留 ま る よ う 命 ぜ ら れ て い た 。
　 そ の 後 に つ い て は 印 刷 物 が 発 見 さ れ て い な い た め 、 お そ ら く は 活 動 し て
い な い も の と 考 え ら れ て い る 。 し た が っ て ロ シ ア の 書 籍 印 刷 史 上 で は 顕 著
な 足 跡 を 残 し て は い な い 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヴ エ 　 ル フ ニ ヤ ヤ チ ポ グ ラ フ ニ ャ ヤ
　 （ 3 ） 　 「 御 上 の 印 刷 所 」 （ B e p x H 朋 T M n o r p a t h M f l ， 1 6 7 8 － 1 6 8 3 ）
　 こ の 印 刷 所 は 若 き 皇 帝 フ ヨ ー ド ル に よ っ て 宮 殿 の 中 に 造 ら れ た 皇 帝 の “ 私

































シ ア 国 家 の 若 い 事 務 宜 の た め に 特 別 に 学 校 が 開 設 さ れ た ザ イ コ ノ ス パ ス キ
イ 修 道 院 に 定 住 し 、 ラ テ シ 語 と 文 法 を 教 え た が 、 こ の 学 校 の 生 徒 の 中 に 、
の ち に か れ の 弟 子 と な る シ リ ヴ ェ ス ト ル ・ メ ド ヴ ェ ー ジ ェ フ が い た 。
　 1 6 6 7 年 か ら 皇 帝 ア レ ク セ イ の 皇 子 ア レ ク セ イ ・ ア レ ク セ ー エ ヴ ィ チ （ 1 6 5 4 －
1 6 7 0 ） の 養 育 係 と な る 。 1 6 7 0 年 に 皇 子 ア レ ク セ イ が 天 逝 し た あ と 、 皇 子 フ ヨ
ー
ド ル （ 1 6 6 1 － 1 6 8 2 ） お よ び 皇 女 ソ フ ィ ア （ 1 6 5 8 － 1 7 0 4 ） の 養 育 係 と な る 。 ピ
ョ ー ト ル 1 世 （ 1 6 7 2 － 1 7 2 5 ） は こ の 3 人 の 異 母 弟 で あ る 。
　 1 6 7 6 年 に 皇 帝 ア レ ク セ イ が 没 し た あ と 、 1 4 才 の フ ヨ ー ド ル （ 在 位 1 6 7 6 － 1 6 8 2 ）
が 即 位 す る 。 そ し て ポ ー ロ ツ キ イ も 「 わ が 世 の 春 」 を 迎 え る 。 印 刷 所 が 造
ら れ た の は こ の 2 年 後 で あ っ た 。








　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t e t 7 2 ）
シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ツ キ イ 著 『 教 会 ス ラ ヴ 語 初 等 読 本 』 1 6 7 9 年 刊 。
〔 匿 名 〕 ビ ザ ン チ ン 皇 帝 ヴ ァ シ ー リ ィ 1 世 『 わ が 息 子 レ フ ・ フ ィ ロ
一
ソ フ へ の 遺 言 』 1 6 8 0 年 刊 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ t r 1 7 3 ｝
シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ッ キ イ 著 『 韻 文 聖 詠 経 』 1 6 8 0 年 刊 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 　 1 7 4 ）
『 ワ ル ラ ア ム と イ オ ア サ フ に つ い て の 物 語 』 1 6 8 0 年 刊 。
シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ツ キ イ 著 『 心 の 正 餐 』 （ 日 曜 日 の た め の 説 教 集 ） 、 1 6 8 1
　 （ 注 1 7 5 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’
　 　 年 刊 。
　 6 ． シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ツ キ イ 著 『 心 の 晩 餐 』 （ 祭 日 の た め の 説 教 集 ） 、 1 6 8 3
　 　 　 　 （ t t 1 7 6 ）
　 　 年 刊 。
　 以 上 6 点 1 司 ま 総 主 教 が 実 際 に は 与 え て い な い 祝 福 が あ と が き に 印 刷 さ れ
て い る 。 ま た 、 こ れ ら に は 精 神 面 に お い て も 、 形 式 面 で も 西 欧 主 義 が 見 う
け ら れ る と い う 。 ポ → ロ ツ キ イ の 生 前 に 刊 行 さ れ た の は 最 初 の 3 点 の み 。
4 点 目 は ポ ー ロ ツ キ イ の 死 か ら 2 ～ 3 週 間 後 に 刊 行 さ れ て い る の で こ れ も
か れ の 管 理 下 で 完 成 さ れ た も の と み な さ れ て い る 。 5 点 目 は お そ ら く は か
れ の 生 前 に 印 刷 が 開 始 さ れ て い る が 、 死 の 2 ～ 3 ヶ 月 後 に 刊 行 さ れ て お り 、
こ れ は 弟 子 の シ リ ヴ ェ ス ト ル ・ メ ド ヴ ェ ー ジ ェ フ に よ り 完 成 さ れ て い る 。
































〈 表 2 ＞ 1 7 世 紀 ロ シ ア の 印 刷 書 籍 全 点 の 内 容
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ． 奉 神 礼 書
福 音 経 〔 宝 座 上 の 〕
福 音 経 〔 学 習 用 の 〕
聖 使 徒 経
聖 詠 経
聖 詠 経 〔 補 足 付 き 〕
奉 事 経
主 教 用 奉 事 経
小 時 課 経
時 課 経
八 調 経 第 1 、 第 2 部
六 日 経
月 課 経 9 月 、 1 2 月 各 6
　 　 　 1 0 月 、 1 1 月 各 5
9 月 一 1 1 月 （ 合 冊 ）
　 　 　 　 　 　 1 月 一 8 月 各 4
祭 日 経 第 1 四 半 分 基 礎 部 分
　 　 　 〃 　 　 　 補 足 部 分
　 　 　 第 2 ～ 第 4 四 半 分 各 1
2 2
? ? ? ? ?
2 7
1 4









㌶ 竃 擦 ， 鳴
三 歌 斎 経
五 旬 経
連 接 歌 集 （ イ ル モ ロ ギ イ ）
奉 事 規 定 （ ウ ス タ フ ）
聖 暦
教 会 暦 （ 聖 暦 ）
叙 聖 式 に つ い て
新 た に 叙 聖 さ れ た 司 祭 へ の 説 教
聖 事 経
聖 事 経 〔 修 道 士 用 の 〕
聖 事 経 〔 俗 人 用 の 〕
規 定 （ カ ノ ン ）
雑 規 定
感 謝 祈 禧 聖 歌
聖 人 お よ び 祭 日 へ の 奉 事
特 別 な 場 合 の 儀 式
対 ア ラ ビ ア 人 勝 利 に 関 す る 連 帰
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
1 1 ． 奉 神 札 書 で は な い 宗 教 的 書 物
聖 書
教 会 法 典 集
諸 聖 略 伝 前 半
諸 聖 略 伝 後 半
ビ ザ ン チ ン の 教 会 の 文 筆 家 の 著 作
ウ ク ラ イ ナ そ の 他 の 教 会 の 　 〃
? ? ? ?
モ ス ク ワ 総 主 教 の 著 作
シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ツ キ イ の 著 作
ワ ル ラ ア ム と イ オ ア サ フ に つ い て の 物 語
初 等 読 本
論 集
? ? ? ? ?












































　 　 　 　 　 　 　 　 プ ク ヴ ア － リ
ア － ズ プ カ
は 《 A 3 6 y K a 》 と 《 B y K B a p b 》 の 二 種 類 が 含 ま れ て い る 。 こ れ ら は 『 ジ ョ ー ル
ノ ワ の 総 目 録 』 の 中 で も 同 一 の 出 版 物 と し て 扱 わ れ て お り 、 日 本 で 出 版 さ
れ て い る ロ シ ア 語 辞 典 を 見 て も ほ ぽ 同 義 で あ る が 、 ル キ ヤ ネ ン コ の 研 究 に
よ れ ば 両 者 の 間 に は 次 の 違 い が あ る 。
　 初 め て の 《 プ ク ヴ ァ ー リ 》 は 1 6 5 7 年 に 刊 行 さ れ て お り 、 そ れ 以 降 に 刊 行
さ れ た 『 初 等 読 本 』 は す べ て 《 プ ク ヴ ァ ー り 》 で あ る 。 《 ア ー ズ プ カ 》 と 比
較 す る と 初 期 の 《 プ ク ヴ ァ ー リ 》 は 文 法 編 が 占 め る 割 合 が 著 し く 減 っ て い
る 。 原 因 は 1 6 4 8 年 に ス モ ト リ ツ キ イ の 『 文 法 』 が 刊 行 さ れ た こ と に よ る 。
　 こ の ル キ ヤ ネ ン コ の 説 明 と 下 記 の 「 補 足 3 」 で ふ れ る カ リ オ ン ・ イ ス ト
ー
ミ ン の 『 初 等 読 本 （ ブ ク ヴ ァ ー リ ） 』 に 基 づ い て 考 え る と 、 少 く と も 1 7 世 紀
末 ま で の 《 プ ク ヴ ァ ー リ 》 に 関 し て は 『 文 字 教 本 』 と 訳 し 分 け る こ と が 可
能 で あ る 。 し か し な が ら そ の 内 容 の す べ て を 現 物 で 確 認 す る こ と が で き な
い の で 本 稿 で は こ れ を 指 摘 す る こ ど に と ど め 、 『 初 等 読 本 』 の 訳 語 で 統 一 す
る 。
　 補 足 3 ． 1 6 9 6 年 に 刊 行 さ れ た カ リ オ ン ・ イ ス ト ー ミ ン に よ る 『 初 等 読 本 』
は 予 め 宮 廷 内 だ け に 使 う こ と を 認 め た う え で 2 0 部 だ け 印 刷 さ れ た 。 こ れ は
モ ス ク ワ 印 刷 所 と し て は 極 め て 異 例 な ケ ー ス だ が 、 こ の 1 6 9 6 年 版 の 刊 行 に
到 る ま で に は 次 の よ う な 前 段 階 が あ っ た 。
　 1 6 9 2 年 、 カ リ オ ン ・ イ ス ト ー ミ ン は 《 イ ラ ス ト 入 り 初 等 読 本 （ プ ク ヴ ァ
ー
リ ） 》 の 写 本 を ピ ョ ー ト ル 1 世 の 母 親 で あ る 皇 太 后 ナ タ ・ リ ヤ ・ キ リ ロ ヴ ナ
に 献 呈 し た 。 こ れ は 彼 女 の 孫 で あ る 皇 太 子 ア レ ク セ イ を 教 育 す る た め に つ
く ら れ た も の で 、 顔 料 と 金 で 彩 色 さ れ て お り 、 イ ラ ス ト を 主 体 と し て い る
点 が 従 来 の 写 本 や 刊 本 の 『 初 等 読 本 』 と は 大 き く 異 な っ て い た 。 ま た 、 キ
リ ル 文 字 だ け で な く 、 ギ リ シ ア 文 字 と ラ テ ン 文 字 も 含 ま れ て お り 、 そ れ ら
の 草 書 体 も 示 さ れ て い た 。 翌 1 6 9 3 年 に イ ス ト ー ミ ン は 同 様 の 『 初 等 読 本 』
の 写 本 を ピ ョ ー ト ル 1 世 と 併 立 さ れ て い た イ ヴ ァ ン 5 世 （ 在 位 1 6 8 2 － 1 6 9 6 ）
の 妻 プ ラ ス コ ヴ ィ ヤ ・ フ ェ ド ロ ヴ ナ に 献 呈 し た 。 こ れ は 彼 女 の 娘 た ち の 教
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　 　 的 な 反 対 者 と し て モ ス ク ワ で も そ の 名 を 知 ら れ て い た 。 1 6 2 6 年 6 月 に ウ ク
　 　 ラ イ ナ の 町 コ ー レ ツ か ら モ ス ク ワ に や っ て 来 た ジ ザ ー ニ ィ は 非 常 に 温 か く
　 　 迎 え ら れ る 。 か れ は 到 着 し た 直 後 、 総 主 教 フ ィ ラ レ ー ト に 西 ロ シ ア 語 （ H a
　 　 3 a n a n H o ・ p y c c K o M ・ A 3 b l K e ） で 書 い た 自 ら の 著 作 『 大 教 理 問 答 集 』 を 贈 呈 す る 。 ジ
　 　 ザ ー ニ ィ は 教 会 上 層 部 か ら 高 い 敬 意 を 払 わ れ 、 奉 神 礼 書 出 版 の 原 則 に 縛 ら
　 　 れ ず に か れ の 『 大 教 理 問 答 集 』 を 出 版 す る こ と が 決 定 さ れ た 。 ロ シ ア 語 へ
　 　 の 翻 訳 者 は ク レ ム リ ン （ 内 城 ） 内 の ボ ゴ ヤ ヴ レ ン ス キ イ 修 道 院 の 院 長 で あ る
　 　 イ リ ヤ が 任 命 さ れ た 。 こ れ が 刊 行 さ れ て い れ ば 個 人 の 著 者 、 そ れ も 現 存 す
／ ノ
遍 の ロ シ ア で 初 め て の 出 版 物 と な る は ず で あ っ た 。 し か し な が ら 、 ほ
?
ぽ 全 体 を 刷 り 終 え た 段 階 の 1 月 に な っ て ふ た つ の 問 題 点 が 指 摘 さ れ た 。 ひ
と つ は 教 義 上 不 正 確 な い し は 不 適 切 な 表 現 が 含 ま れ て い る と い う こ と 。 も
う ひ と つ は 本 文 の 中 に 天 球 、 雷 鳴 、 稲 妻 、 彗 星 、 星 、 さ ら に は 異 教 徒 の 神 々
の 名 が 付 け ら れ た 惑 星 な ど に 関 す る 天 文 学 的 、 気 象 学 的 情 報 が 含 ま れ て い
る と い う こ と で あ っ た 。 ジ ザ ー ニ ィ の 対 抗 者 た ち の 中 に は 「 こ れ ら の 論 文
は 占 星 術 か ら 引 用 さ れ た も の で あ り 、 そ の 占 星 術 は ギ リ シ ア の 魔 法 使 い た
ち と 偶 像 崇 拝 か ら 得 た も の で あ る 」 と 言 う も の ま で あ っ た 。 こ う し た 理 由
か ら 著 作 の 審 査 を 行 う た め 、 全 権 を 与 え ら れ た 上 層 部 の 面 前 で ジ ザ ー ニ ィ
対 翻 訳 者 の イ リ ヤ お よ び 印 刷 局 の グ リ ゴ ー リ ィ ・ オ ニ ー シ モ フ の 公 開 討 論
が 行 わ れ た 。 討 論 は 2 月 1 8 日 か ら 2 0 日 に か け て 3 日 間 続 け ら れ 、 ジ ザ ー ニ
ィ は 翻 訳 が 不 正 確 な 個 所 を 引 用 し て 教 義 上 の 自 ら の 正 当 性 を 証 明 す る こ と
に 成 功 し 、 天 文 学 に つ い て も わ ず か に ふ れ て い る だ け と い う 主 張 が 認 め ら
れ た 。 そ の 結 果 、 マ ク シ ム ・ グ レ ー ク の よ う に 異 端 と し て 投 獄 さ れ た り 、
遠 方 の 修 道 院 に 送 ら れ て 厳 し い 監 視 下 に お か れ る と い う 事 態 に は 至 ら な か
っ た 。 し か し な が ら 、 モ ス ク ワ に お け る 活 動 の 限 界 を 感 じ た ジ ザ ー ニ ィ は 、
わ ず か 8 ケ 月 余 滞 在 し た だ け で 自 ら こ の 地 を 去 っ た 。 そ し て 『 大 教 理 問 答
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r ー 1 s e ）
集 』 も 未 完 の ま ま に 終 っ た 。 西 欧 で は こ の 5 年 後 の 1 6 3 2 年 に フ ィ レ ン ツ ェ に
お い て ガ リ レ オ ・ ガ リ レ イ （ 1 5 6 4 － 1 6 4 2 ） の 『 プ ト レ マ イ オ ス お よ び コ ペ ル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r ． 1 9 1 ）


































世 紀 ） に 編 集 者 と 校 正 係 の 職 務 を 遂 行 し た 印 刷 所 職 員 」 と あ る 。 研 究 文 献 に
お い て 校 正 職 だ っ た 人 物 の 名 前 が ふ れ ら れ る よ う に な る の は 1 7 世 紀 の 復 興
期 （ 第 2 節 ） あ た り か ら で 、 1 7 世 紀 後 半 か ら は ベ ラ ル ー シ 、 ウ ク ラ イ ナ お よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 G ！ 1 9 5 ｝
び ギ リ シ ア の 出 身 者 も 校 正 職 に 採 用 さ れ て い る と い う 。 校 正 職 た ち は
　 プ ラ 　 ヴ イ リ ナ ヤ パ ラ 　 タ
n p a B u a b H a f l 　 n a 」 a T a と い う 部 局 に 席 を 占 め て お り 、 通 常 （ お そ ら く 1 7 世 紀 の 最 盛
期 頃 か ち ） は 校 正 職 3 人 、 朗 読 者 1 人 、 書 記 1 人 の 5 人 で 常 設 の 委 員 会 の よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 G S 1 9 6 ｝
う な 形 態 を と っ て い た 。 校 正 職 だ っ た 人 々 の 中 に は ウ ク ラ イ ナ か ら 招 聰 し
た 文 献 学 者 エ ピ フ ァ ニ ィ ・ ス ラ ヴ ィ ネ ツ キ イ 、 シ メ オ ン ・ ポ ー ロ ツ キ イ の
弟 子 シ リ ヴ ェ ス ト ル ・ メ ド ヴ ェ ー ジ ェ フ 、 カ リ オ ン ・ イ ス ト ー ミ ン 、 フ ヨ
ー
ド ル ・ ポ リ カ ル ポ フ （ 1 6 7 0 年 頃 一 1 7 3 1 ） な ど 1 7 世 紀 か ら 1 8 世 紀 に か け て の
ロ シ ア に お い て は 最 高 水 準 の 知 識 人 た ち が い た 。 か れ ら は 校 正 職 の 職 務 の
ほ か に 、 政 府 か ら 国 の さ ま ざ ま な 仕 事 の 委 任 を 受 け る こ と が あ り 、 ま た 翻
訳 や 自 ら の 著 作 を 世 に 送 り 出 す な ど 多 面 的 な 活 動 を し た 。 そ れ ら の 著 作 の
中 で も 特 に 有 名 な の は 、 1 8 世 紀 に 入 っ て の こ と に な る が 1 7 0 4 年 に モ ス ク ワ
で 刊 行 さ れ た ポ リ カ ル ポ フ に よ る 『 教 会 ス ラ ヴ 語 ＝ ギ リ シ ア 語 ＝ ラ テ ン 語
　 　 G t l g 7 ）
辞 典 』 が あ る 。
第 4 章 　 1 7 世 紀 ロ シ ア に お け る 書 籍 の 流 通
　 こ の 章 で は 1 7 世 紀 の ロ シ ア に お い て 書 籍 が ど の よ う に 販 売 さ れ た の か 、
ま た 地 域 的 に は ど れ ほ ど の 広 が り を 持 っ て い た の か を 明 ら か に す る 。 そ の
た め 出 来 る だ け 多 く の 具 体 例 を あ げ 、 説 明 に は 図 と 表 を 多 く 用 い る こ と と
し た い 。
　 第 1 節 　 販 売 は ど の よ う に 行 わ れ て い た か
　 1 7 世 紀 末 ま で の ロ シ ア の 書 籍 販 売 は 大 ま か に 次 の 三 つ の 段 階 に 区 分 す る
こ と が で き る 。 第 1 は 政 府 か ら の 強 制 的 な 割 当 て に よ る 販 売 が 行 わ れ て い
た 1 6 4 0 年 ま で 。 第 2 は 皇 帝 ミ ハ イ ロ フ の 命 令 に よ り 印 刷 局 に 売 店 が 開 設 さ

































主 教 管 区 に 送 ら れ た 。 こ れ で 1 6 1 9 年 刊 『 月 課 経 』 （ 9 月 お よ び 1 0 月 ） は “ 完 売 ”
と な っ た 。 た だ し こ う し た 場 合 、 印 刷 局 で 必 要 が 生 じ た 時 に は 市 場 に お い
て 値 上 り し た も の を 買 わ な け れ ば な ら な か っ た 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ i T 2 o o ）
　 〈 例 3 ＞ 　 ウ ス チ ュ ー ク 財 務 庁 の 場 合
　 お そ ら く は 上 述 し た よ う な モ ス ク ワ 商 人 た ち へ の 過 大 な 押 し 付 け に 対 す
る か れ ら の 不 満 と の 関 連 で 、 主 教 管 区 へ の 割 当 て は の ち に よ り 多 く な っ て
い る 。 ル ッ ポ フ は そ の 一 例 と し て ウ ス チ ュ ー ク 財 務 庁 管 轄 下 の 居 住 地 点 へ
の 1 6 2 6 年 か ら 1 6 3 7 年 に か け て の 強 制 販 売 の 記 録 を 紹 介 し て い る が 、 こ こ で
は 1 6 2 6 年 の 部 分 の み 紹 介 す る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ i ！ 2 o 1 ｝
　 1 6 2 6 年 1 0 月 2 9 日 付 の 書 籍 印 刷 事 業 庁 の 記 録 で は ウ ス チ ュ ー ク 財 務 庁 の 書
記 官 （ 責 任 者 ） M ． ス ム ィ ヴ ァ ロ フ に 『 6 日 経 』 9 0 部 、 お よ び 同 部 数 の 『 小
時 課 経 』 が 届 け ら れ た 。 そ し て か れ に 対 し て 代 金 を ウ ス チ ュ ー ク 財 務 庁 の
財 政 か ら 直 ち に 支 払 う こ と 、 そ れ と 同 時 に 担 当 地 域 の 都 市 ご と の 大 聖 堂 教
会 や 修 道 院 、 さ ら に は 小 さ な 店 の 商 人 た ち に 割 当 て る よ う 提 案 が な さ れ た 。
一
方 、 書 籍 を 割 当 て ら れ た 諸 都 市 で は モ ス ク ワ の ウ ス チ ュ ー ク 財 務 庁 へ 代
金 を 送 る こ と を 義 務 づ け ら れ 、 財 務 庁 は そ れ に よ っ て 支 払 い ず み の 部 分 を
補 填 し た 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t ミ 2 o 2 ）
　 〈 例 4 ＞ 　 チ ャ ロ ン ダ 管 区 の 農 民 た ち
　 1 6 2 7 年 付 け の チ ャ ロ ン ダ 管 区 の 農 民 た ち が 皇 帝 ミ ハ イ ル に 宛 て た 嘆 願 書
で は 、 送 り 付 け ら れ た 書 籍 に 対 す る 区 長 Φ 、 M ． イ ス ヴ ォ リ ス キ イ に よ る 代 金
取 り 立 て に つ い て 次 の よ う に 抗 議 し て い る ： 「 勅 令 に は 農 民 た ち に 、 送 ら
れ て き た 書 籍 を 大 聖 堂 教 会 や 商 人 た ち の 店 に 転 送 す る よ う に 書 い て あ る が 、
わ が チ ャ ロ ン ダ 管 区 に は そ の よ う な 修 道 院 も 大 聖 堂 教 会 も な く 、 商 人 も い
な い 。 し か る に イ ス ヴ ォ リ ス キ イ は 郷 （ 1 1 － 2 0 世 紀 の ロ シ ア の 郡 と 村 の 中 間 の
行 政 ・ 地 域 単 位 ） の 教 会 （ 複 数 形 ） に 送 り 付 け て き て 、 書 籍 代 金 は 皇 帝 の 農
民 で あ る 我 々 か ら 徴 収 し て い る 。 し か し な が ら 我 々 の と こ ろ の 教 会 （ 複 数 形 ）
は す で に 本 を 所 蔵 し て い る 」 。 取 り 立 て か ら 解 放 し て ほ し い と い う 農 民 た ち



































〈 表 3 ＞ 『 ア レ ク セ イ 法 典 』 の 原 価 計 算 （ 1 ， 2 0 0 部 ） 1 ル ー ブ ル ＝ 1 0 0 コ ペ イ カ
支 　 出 　 項 　 目
支 出 額
?
ル ー プ ル ／ コ ペ イ カ
1 ． 　 用 紙 代
4 4 0 p ． 7 5 k ．
4 8 ． 8
4 3 0 連 （ 2 0 6 ， 4 0 0 枚 ） ．
1 連 （ 4 8 0 枚 ） の 単 価 1 p ． 2 ％ k ．
※ 必 要 最 低 枚 数
印 刷 部 数 1 ， 2 0 0 × 葉 数 3 3 9 ÷ 判 型 ニ ツ 折 2
＝ 2 0 3 ， 4 0 0 枚
2 ． 　 そ の 他 の 材 料 費
4 1 P ． 9 5 ％ k ．
4 ． 6
顔 料 、 麻 布 、 糊 用 の 穀 粉 、 釘 、 そ の 他
3 ． 　 印 刷 機 1 2 台 の 職 人 の L 5 ヶ 月 と 2 日 分 の 俸 給
2 7 0 p ． 1 2 k ．
3 0 ． 0
植 字 工 、 解 版 工 、 印 刷 工 、 イ ン ク 塗 り 工
※ 1 チ ー ム 1 1 人 × 1 2 台 ＝ 1 3 2 人 分 の 俸 給
4 ． 　 校 正 職 、 書 記 官 、 警 備 、 そ の 他 の 俸 給
1 p ． 2 6 k ．
0 ． 1
5 ． 　 そ の 他 の 支 出
2 4 P ． 9 1 ％ k ． 2 ． 7
薪 、 炭 、 錫 、 イ ン ク 、 紙 、 設 備 の 修 理 、 職 人 用
の 白 パ ン 代 、 司 祭 へ の 祈 禰 料 、 そ の 他
6 ． 　 改 作 費 （ 労 働 力 お よ び 材 料 ）
1 2 4 P ． 2 6 k ．
1 3 ． 8
合 計
9 0 3 P ． 2 6 k ．
1 0 0 ． 0
（ ル ッ ポ フ 著 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 5 6 頁 よ り ）
　 刊 行 さ れ た 1 ， 2 0 0 部 の う ち 9 部 は 皇 帝 に 献 上 さ れ 、 そ の う ち 6 部 は 小 口 金
の 上 等 な 製 本 、 3 部 は 普 通 の 製 本 で あ っ た 。 総 主 教 に は 3 部 が 献 呈 さ れ 、
そ の う ち 2 部 が 小 口 金 、 1 部 が 普 通 の 製 本 で あ っ た 。 そ の ほ か 校 正 職 た ち
に 5 部 （ 各 1 部 を 無 料 で 、 お そ ら く 製 本 な し に ） 贈 ら れ た 。 『 ア レ ク セ イ 法 典 』
（ 第 2 版 ） の 販 売 価 格 は 1 ル ー プ ル 。
　 〈 表 4 ＞ に 示 し た の は 1 6 4 9 年 1 2 月 現 在 の 印 刷 局 の 資 産 目 録 の 2 5 点 の 中 か





タイトルと刊年 1‘9年12月在庫販売価格 原価 原価率 販売部数 残りの部数 台帳の日付
P．k． P．k．
?
マルガリート（真珠）1641 382．500．5722．8 38 0 1651－2－27
諸聖略伝：後半1643112又は2123．001．54％18．2 1102又は1021651－8－9
論　集　　　1647 6062．500．5421．6 263 3431653－11－23
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1 7 世 紀 モ ス ク ワ の リ ャ ー ト の 配 置 図 （ ボ ゴ ヤ プ レ ン ス キ イ に よ る 復 元 図 ）
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の で リ ャ ー ト に つ い て 詳 し く ふ れ て お こ う 。
　 モ ス ク ワ は 1 7 世 紀 の ロ シ ア 経 済 の 中 心 で 、 キ タ イ ・ ゴ ロ ド は ま さ に そ の
中 心 地 で あ っ た 。 こ の 地 区 に は リ ャ ー ト が 立 ち 並 ぶ 市 場 の ほ か に 石 造 建 築
の マ ー ケ ッ ト や 旅 館 も あ っ た 。 ま た 、 市 警 察 庁 、 シ ベ リ ア （ 開 発 ） 庁 、 税 関 、
造 幣 局 、 駅 逓 局 そ の 他 の 行 政 機 関 や 国 の 施 設 が 置 か れ 1 7 世 紀 末 ま で に は 行
政 の 中 心 地 に も な っ て い た 。 印 刷 局 も こ の 地 区 の ニ コ ー リ ス カ ヤ 通 り に 面
し て い た 。 そ し て こ れ ら の 諸 施 設 が 相 互 に 補 完 し あ い 活 発 な 経 済 活 動 の 基
盤 を 形 成 し て い た 。 リ ャ ー ト は そ の ほ と ん ど が キ タ イ ・ ゴ ロ ド の 西 寄 り 、
即 ち ク レ ム リ ン 寄 り の 市 場 お よ び そ の 附 近 の 通 り に 集 中 し て い た 。 〈 図 6 ＞
は 歴 史 家 C ． K ． ボ ゴ ヤ プ レ ン ス キ イ （ 1 8 7 1 － 1 9 4 7 ） に よ り 復 元 さ れ た リ ャ ー ト
の 配 置 図 で あ る 。 1 7 世 紀 の い つ ご ろ の 時 期 か は 明 記 さ れ て い な い 。 こ の 配
置 図 に は 魚 屋 （ 鮮 魚 ） 街 ほ な い 。 そ れ は モ ス ク ワ 川 の 川 岸 通 り に あ っ た 。
キ タ イ ・ ゴ ロ ド の 市 場 に 商 取 引 の 中 心 が 移 る 以 前 は 埠 頭 の 商 取 引 が 活 況 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ E 2 o 5 ）
呈 し て お り 、 川 岸 通 り が 栄 え て い た 。 魚 屋 街 は そ の 当 時 の 唯 一 の 名 残 り で あ る 。
〈 表 5 ＞ は 『 モ ス ク ワ 史 （ 全 6 巻 ） 』 の 第 1 巻 に 記 述 さ れ て い る 9 3 の リ ャ ー
ト の 一 覧 表 で 、 同 書 の 索 引 に 基 づ い て 作 成 し た 。 ロ シ ア 語 の ア ル フ ァ ベ ッ
ト 順 に 並 べ た リ ャ ー ト 名 を 翻 訳 し た も の で 取 扱 い 商 品 に よ る グ ル ー プ 分 け
は し て い な い 。 同 書 （ p ． 4 3 1 ） に よ れ ば 、 1 7 世 紀 の 文 献 に は 1 2 0 以 上 の リ ャ
ー
ト 名 が 記 さ れ て い る と い う 。 た だ し 、 そ れ ぞ れ の リ ャ ー ト に は 消 長 が あ
り 、 す べ て の リ ャ ー ト が 同 時 に 存 在 し た わ け で は な い 。 ま た リ ャ ー ト の 名
称 と は 無 関 係 の 商 品 も 販 売 さ れ て い た 。 書 籍 に つ い て は す で に ふ れ た と こ
ろ で あ る が 、 そ れ 以 外 に も 次 の よ う な 例 が あ る 。 種 屋 街 で 書 籍 や 鮮 魚 、 ネ
ギ 屋 街 で 亜 麻 を 売 っ て お り 、 1 7 世 紀 末 の 入 百 屋 街 で は 紙 や 封 蝋 な ど の 事 務
用 品 も 扱 っ て い た 。 そ の 他 、 薬 草 屋 街 で は 事 務 用 品 も 扱 っ て い た 。 さ ら に 、
薬 草 屋 街 で は 住 民 が 歯 の 治 療 を 受 け に 行 く と 、 売 り 子 が 店 の 中 で 抜 歯 を し
　 　 　 　 　 　 　 o ？ ． 2 0 6 ）
て く れ た と い う 。
　 （ 4 ） 本 屋 街 の 出 現

































街 で は イ コ ン （ 聖 像 画 ） も 並 べ て 売 っ て い た 。 本 屋 街 の 商 人 た ち は 力 量 を
増 し 、 1 6 8 9 年 に か れ ら は 皇 帝 の 不 興 を か っ た 貴 族 B ． B ． ゴ リ ー ツ ィ ン （ 1 6 4 3 －
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t r 2 1 2 ｝
1 7 1 4 ） の 蔵 書 の 金 額 的 な 評 価 を 政 府 か ら 依 頼 さ れ て い る 。
　 以 上 、 モ ス ク ワ の リ ャ ー ト の 概 要 を 紹 介 し た が 、 こ こ で 本 屋 街 出 現 の 過
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6
程 に つ い て の 推 論 を 述 べ 、 今 後 の 課 題 と し て お き た い 。 〈 図 ■ 〉 で は 八 百 屋
街 と 本 屋 街 が 並 ん で い る 。 こ の 配 置 図 と 八 百 屋 街 の 経 験 の 蓄 積 か ら 考 え て 、
本 屋 街 は 八 百 屋 街 の 中 で も 書 籍 販 売 に 習 熟 し 、 そ し て 資 金 力 の あ る 商 人 た
ち が 専 門 化 し て 八 百 屋 街 か ら 分 岐 し た 結 果 で は な い か 、 と 。
　 ㈲ 　 モ ス ク ワ 以 外 の 賭 都 市 で の 書 籍 販 売
　 ノ ヴ ゴ ロ ド に は 本 屋 街 が あ り 、 キ エ フ に は べ チ ェ ー ル ス キ イ 大 修 道 院 、
ア カ デ ミ ー 、 市 庁 舎 付 属 の 三 つ の 大 き な 書 店 が 存 在 し た 。 ま た 全 国 各 地 の
修 道 院 の 多 く が 「 書 庫 の 財 産 」 と い わ れ た 蔵 書 を 有 し て お り 、 こ こ で 書 籍
を 買 う こ と も 出 来 た 。 モ ス ク ワ か ら 最 も 遠 方 に あ る 都 市 の う ち の ひ と つ エ
ニ セ イ ス ク で の 書 籍 販 売 に つ い て も 記 録 が 残 さ れ て い る 。 エ ニ セ イ ス ク は
モ ス ク ワ の 東 方 約 3 ， 2 0 0 k m 、 エ ニ セ イ 河 畔 の 都 市 で 独 立 し た 書 店 は な か っ た
が 、 書 籍 は 教 会 の 日 用 品 と と も に 販 売 さ れ て い た 。 ル ッ ポ フ は こ の よ う な
辺 鄙 な と こ ろ で も 書 籍 販 売 が 行 わ れ て い た こ と か ら 考 え て 、 当 時 の す べ て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ぬ 1 3 ）
の 都 市 で 書 籍 販 売 が 行 わ れ て い た で あ ろ う と 推 測 し て い る 。
　 第 2 節 　 流 通 の 経 路 と 範 囲
　 1 7 世 紀 ロ シ ア に お け る 書 籍 の 流 通 は こ れ ま で に 述 べ て き た 販 売 以 外 に 、
個 人 か ら の 購 入 お よ び 交 換 が 大 き な 役 割 を 果 し て い た 。 第 2 節 で は そ れ ら
の 事 柄 を ふ ま え て 書 籍 の 普 及 を 地 理 的 な 側 面 か ら 明 ら か に し て み た い 。
　 （ 1 ） 　 「 1 7 世 紀 の 本 の 道 」
　 1 9 8 9 年 刊 『 科 学 ア カ デ ミ ー 図 書 館 学 術 論 文 集 』 に B ． 　 B ． サ プ ー ノ ブ 著 「 1 7
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 　 2 1 4 ）
世 紀 ロ シ ア に お け る 書 籍 普 及 の 道 」 が 掲 載 さ れ て い る 。 サ プ ー ノ ブ は そ の
前 半 部 分 で 、 M ． 　 H ． チ ホ ミ ー ロ フ の 研 究 を は じ め と す る 「 書 物 へ の 書 き 込

































〈 表 6 ＞ 書 き 込 み と 印 刷 局 売 店 購 入 者 台 帳 に み る 主 要 な 地 名
1 ． ア ル ザ マ ー ス
◎
3 1 ． ペ レ ス ラ ー ヴ リ ・ ザ レ ー ス キ イ
1 十 2
2 ． ア ル ハ ン ゲ リ ス ク
◎
3 2 ． ペ レ ス ラ ー ヴ リ 郡
2 十 3
3 ． バ ラ フ ナ ー
1 十 2
3 3 ． ペ ル ミ
1 十 2
4 ． ボ ー ロ フ ス ク
1 十 2
3 4 ． プ ス コ フ
2 十 3
5 ． ヴ ェ リ ー キ エ ・ ル ー キ
1 十 2
3 5 ． ル ジ ェ ー フ 1 十 2
6 ． ヴ ェ リ ー キ イ ・ ウ ス チ ュ ー ク
◎
3 6 ． ロ マ ー ノ ブ
1 十 2
7 ． ウ ラ ジ ー ミ ル
1 十 2
3 7 ． ロ ス ト フ
1 十 2
8 ． 　 　 〃 　 　 郡
2 十 3
3 8 ． リ ャ ザ ン （ リ ャ ザ ー 二 ）
1 十 2
9 ． ヴ ォ ー ロ グ ダ
◎
3 9 ． ス ヴ ィ ヤ ー シ ス ク
1 十 2
1 0 ． 　 　 〃 　 　 郡 2 十 3
4 0 ． セ ー ル プ ホ フ
?
1 1 ． ヴ ォ ロ ネ ジ
1 十 2
4 1 ． ソ リ ガ ー リ チ
◎
1 2 ． ガ ー リ チ
◎
4 2 ． ソ リ カ ー ム ス ク
1 十 2
1 3 ． ド ミ ー ト ロ フ
1 十 2
4 3 ． ソ リ ヴ ィ チ ェ ゴ ー ツ ク
?
1 4 ． ズ ヴ ェ ニ ー ゴ ロ ド
1 十 2
4 4 ． ス タ ー ラ ヤ ・ ル ッ サ
◎
1 5 ． カ ザ ン （ カ ザ ー 二 ）
1 十 2
4 5 ． ス ー ズ ダ リ
?
1 6 ． カ ー ル ゴ ポ リ
◎
4 6 ． 　 　 〃 　 　 郡
2 十 3
1 7 ． カ ー シ ン
2 十 3
4 7 ． タ ン ボ ブ
?
1 8 ． カ シ ー ラ
1 十 2
4 8 ． ト ヴ ェ ー リ
1 十 2
1 9 ． ケ ー レ チ
1 十 3
4 9 ． チ ー フ ヴ ィ ン
2 十 3
2 0 ． コ ズ モ デ ミ ヤ ー ン ス ク
2 十 3
5 0 ． ト ロ ー ペ ッ
2 十 3
2 1 ． コ ロ ー ム ナ
1 十 2
5 1 ． ト ゥ ー ラ
1 十 2
2 2 ． コ ス ト ロ マ ー
?
5 2 ． ウ グ リ チ
◎
2 3 ． 　 　 〃 　 　 郡 2 十 3
5 3 ． ホ ル モ ゴ ー ル イ
◎
2 4 ． ラ ー ド ガ
1 十 2
5 4 ． ツ ァ リ ョ ヴ ォ ・ コ ク シ ャ イ ス ク
1 十 3
2 5 ． モ ジ ャ イ ス ク
2 十 3
5 5 ． ツ ィ ヴ ィ ー リ ス ク
1 十 2
2 6 ． ム ー ロ ム
◎
5 6 ． チ ェ ボ ク サ ー ル イ
1 十 2
2 7 ． ニ ー ジ ニ ィ ・ ノ ヴ ゴ ロ ド
1 十 2
5 7 ． シ ャ ー ツ ク
1 十 2
2 8 ． 　 　 　 　 〃 　 　 　 　 郡 2 十 3
5 8 ． ユ ー リ エ フ ・ ポ ー リ ス キ イ
1 十 2
2 9 ． ノ ヴ ゴ ロ ド
?
5 9 ． ヤ ロ ス ラ ー ヴ リ
◎
3 0 ． ペ ン ザ
◎
6 0 ． 　 　 　 〃 　 　 　 郡
2 十 3























































































身 分 、 居 住 地 が 記 入 さ れ て い る の で 、 詳 細 に 分 析 す る と さ ま ざ ま な こ と が
明 ら か に な っ て く る 。 た と え ば 職 業 な い し 身 分 の 名 称 は 1 8 0 を こ え る 。 「 書
記 官 」 と 記 さ れ て い る 官 吏 は 1 4 2 人 、 そ の う ち 7 8 人 が 勤 務 し て い た 官 庁 の 名
称 は 3 0 、 こ の 7 8 人 の う ち 6 0 人 （ 7 7 ％ ） が 『 ア レ ク セ イ 法 典 』 か 『 聖 書 』 の
ど ち ら か を 購 入 し て い た こ と な ど も 判 る 。 書 籍 の 内 容 に よ り 購 入 者 の 社 会
的 階 層 や 地 方 へ の 広 が り に も 違 い が あ る 。 し か し な が ら こ こ で は 地 名 の 一
部 だ け を 〈 表 6 ＞ に 示 し て お き た い 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 注 2 1 e ）
　 （ 3 ） 　 『 古 版 本 へ の 書 き 込 み 大 全 』 （ 第 1 分 冊 ） よ り
こ の 書 は 1 9 9 2 年 に ペ テ ル プ ル グ で 出 版 さ れ た 。 こ れ は 科 学 ア カ デ ミ ー 図 書
館 所 蔵 の 1 7 世 紀 末 ま で の ロ シ ア の 印 刷 書 籍 へ の 書 き 込 み を ま と め た も の 。
1 ， 2 0 0 冊 以 上 を 調 査 し 、 3 4 5 タ イ ト ル 9 0 0 冊 か ら 書 き 込 み を 抽 出 し て い る 。 書
き 込 み に は 外 国 人 も 含 む 所 有 者 名 、 買 い 手 、 売 り 手 、 出 資 者 、 寄 贈 者 そ の
他 の 人 名 、 地 名 、 修 道 院 名 、 教 会 名 、 年 月 日 な ど が あ り 、 索 引 と し て 整 理
さ れ て い る 。 そ の う ち 地 名 は 1 8 5 、 修 道 院 名 6 4 、 教 会 名 8 3 で 、 1 8 世 紀 以 降 の
書 き 込 み の 地 名 は こ の 集 計 か ら 除 外 し て あ る 。
　 ④ 　 地 名 の 合 計
　 修 道 院 や 教 会 は 書 籍 の 流 通 を 語 る う え で 重 要 な 存 在 で は あ る が 、 と く に
修 道 院 に 関 し て （ 1 ） ～ （ 3 ） の 資 料 に あ ら わ れ た 名 称 と 所 在 地 の 同 定 が 困 難 な も
の も あ る の で 、 こ こ で は ロ シ ア の 地 名 の 項 目 だ け を 対 象 と し て 合 計 数 を 算
出 す る 。 し た が っ て 書 き 込 み に あ ら わ れ た 地 点 は こ の 合 計 数 よ り も 多 く な
り 、 下 に 示 し た （ 1 ） ～ （ 3 ） の 資 料 間 で 重 複 す る 地 名 数 も 実 際 に は 多 く な る 。 以
下 の 集 計 か ら モ ス ク ワ は 除 外 す る 。
　 a ． （ 1 ） （ 2 ） （ 3 ） に 共 通 の 地 名 1 9 　 　 e ． （ 1 ） だ け の 地 名 2 3
　 b ． （ 1 ） と （ 2 ） 　 　 〃 　 　 　 　 2 6 　 　 　 f ． （ 2 ） 　 　 〃 　 　 　 6 8
　 c ． （ 1 ） と （ 3 ） 　 　 〃 　 　 　 　 2 　 　 　 g ． （ 3 ） 　 　 〃 　 　 1 5 0
　 d ． （ 2 ） と （ 3 ） 　 〃 　 　 　 1 3 　 　 　 　 合 計 　 　 3 0 1
　 以 上 の 地 名 の う ち a － ・ d に 主 要 な 都 市 名 が 含 ま れ で い る の で こ の 合 計 6 0
































　 　 　 　 〈 表 7 ＞ 1 6 4 9 年 刊
販 売 価 格 1 部 1 ル ー ブ ル
『 ア レ ク セ イ 法 典 』
の 販 売 経 過 （ 1 6 5 0 年 1 月 4 日 ～ 9 月 3 日 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 1 6 4 9 年 1 2 月 在 庫 1 ， 1 8 1 部 ）
出 納 簿 の 日 付 人 数 部 数
出 納 簿 の 日 付 人 数
部 数
1 6 5 0 年 1 月 4 日
3 0
3 0
























































































































1 月 合 計
8 7 9 9 3 4






出納簿の日付 人数 部数 出納簿の日付 人数 部数
3月2日 2 2 6月4日 1 1
4日 6 6 24日 1 1
5日 7 7 28日 1 1
7日 3 3 29日 1 1
10日 3 3 30日 1 1
11日 1 1 7月3日 1 1
12日 1 1 6日 1 1
15日 1 1 8月22日 1 2
16日 2 2 25日 4 5
21日 4 10 9月3日 1 1
26日 1 1 総計　　1，101人




















24日 1 1 100．0
29日 1 1
一 57一
〈 表 8 ＞ 『 ア レ ク セ イ 法 典 』 購 入 者 の 地 理 的 分 布
地 名 及 び
出 納 簿 の 日 付
モ ス ク ワ か ら
の 直 線 距 離
地 名 及 び
出 納 簿 の 日 付
モ ス ク ワ か ら
の 直 線 距 離
1 6 4 9 年 1 月 4 日
ヴ ェ リ ー キ エ ・ ル ー キ
西 　 　 4 1 5
ノ ヴ ゴ ロ ド
北 西 　 4 6 5 ㎞
ト ロ ー ペ ツ
〃 　 　 　 3 5 0
ズ ヴ ェ ニ ー ゴ ロ ト
〃 　 　 　 5 0
べ 一 ジ ェ ツ ク ・
　 　 ヴ ェ ー ル フ （ 台 地 ）
　 2 2 5 ㎞ の バ ー ジ
ェ ツ を 東 側 か ら 弓
状 に か こ う よ う に
1 0 0 k 皿 ほ ど
〈 2 回 目 の 地 名 〉
ウ ー グ リ チ
北 北 東 2 1 0
ノ ヴ ゴ ロ ド
リ ャ ザ ン
ソ リ ガ ー リ チ
北 東 　 　 4 6 0
ウ ー グ リ チ カ シ ー ラ
ガ ー リ チ
〃 　 　 　 4 5 0 カ ー リ チ
ベ リ ョ ー フ
コ ス ト ロ マ ー
〃 　 　 　 3 0 0
ヤ ロ ス ロ ー ヴ リ
ス モ レ ン ス ク
ヤ ロ ス ラ ー ヴ リ
〃 　 　 　 2 5 5
ス ー ズ ダ リ
ス ー ズ ダ リ
東 北 東 1 9 0
〈 不 明 ま た は 不 確 定 〉
ク ル ム イ シ
東 　 　 5 1 5
ヴ ォ ル イ ニ
　 ラ 　 　 の ヴ ォ ル
イ ニ 地 方 （ ル ッ ク
の あ る 所 ）
リ ャ ザ ン
　 　 （ リ ャ ザ ー 二 ）
南 東 　 1 8 0
カ シ ー ラ
南 南 東 1 0 5
メ シ チ ョ ー ラ
モ ス ク ワ 　 　 に
が る 　 　 　 か ？
ベ リ ョ ー フ
南 南 西 2 4 0
コ リ ャ ー ジ ン
?
ス モ レ ン ス ク
西 南 西 3 5 0
1 月 7 日 〈 初 出 の 地 名 〉
バ リ シ ー エ ・
　 　 　 ル ー ジ ニ キ
?
ソ ロ ヴ ェ ー ツ キ イ 諸 島
9 9 0 ㎞ の ア ル ハ ン 列 　 か
ら さ ら に 　 に 1 7 0 ㎞
1 月 5 日 く 初 出 の 地 名 〉
ヴ ォ ロ グ ダ 郡
北 北 東 4 1 0
べ 一 ジ ェ ツ ク
北 　 　 2 2 5
ヤ ロ ス ラ ー ヴ リ 郡
北 東 　 2 5 5
カ ー シ ン
〃 　 　 　 1 8 0
ペ レ ス ラ ー ヴ リ ・
　 　 　 ザ レ ー ス キ イ
〃 　 　 　 1 3 5
ト ー チ マ
北 東 　 5 6 0
カ ザ ン （ カ ザ ー 二 ）
東 　 　 7 2 0
ロ ス ト フ
　 　 　 （ ロ ス ト ー ブ
〃 　 　 　 1 9 5
ニ ー ジ ニ イ 　 ・
　 　 　 ノ ヴ ゴ ロ ド
〃 　 　 　 3 9 0
ユ ー リ エ フ ・
　 　 　 ポ ー リ ス キ イ
〃 　 　 　 1 5 5 コ ロ ー ム ナ
南 東 　 1 1 0
ア ラ ー ト ゥ イ リ
東 　 　 5 7 0
タ ル ー サ
南 　 　 1 1 5
ゴ ロ ホ ヴ ェ ー ッ
〃 　 　 　 3 1 5
ボ ー ル ホ フ
南 南 西 2 8 0
ム ッ ェ ン ッ ク
南 　 　 2 9 0
プ リ ャ ン ス ク
南 西 　 3 4 5
ト ゥ ー ラ
〃 　 　 　 1 7 0
カ ラ ー チ ェ フ
〃 　 　 　 3 3 5
ル ツ ク
　 （ ウ ク ラ イ ナ の 都 市 ）
南 西 　 9 6 0
ド ロ ゴ ブ ー ン
西 南 西 2 7 0
マ ロ ヤ ロ ス ラ ー ヴ ェ ツ
〃 　 　 　 1 1 0
ル ジ ェ フ
〃 　 　 　 1 9 0
ボ ー ロ フ ス ク
〃 　 　 　 9 0











































売 総 数 の う ち 4 5 ％ 以 上 を 地 方 か ら 来 た 購 入 者 が 占 め て い る 。
『 ア レ ク セ イ 法 典 』 の 場 合 、 ま と め 買 い は 見 ら れ な い 。 こ の 出 版 物 の 性 格
上 、 購 入 者 ＝ 読 者 （ ま た は 利 用 者 ） と い う ケ ー ス が 多 か っ た た め で あ ろ う 。
地 名 索 引 に あ る 1 0 4 の 修 道 院 の う ち 4 9 の 修 道 院 が 『 ア レ ク セ イ 法 典 』 を 購 入
し て い る が 、 そ の う ち の 2 5 の 修 道 院 は 同 法 典 の 販 売 記 録 に の み 名 前 が 記 さ
れ て い て 、 他 の 書 籍 の 販 売 記 録 に は な い 。
　 ② 　 モ ス ク ワ 版 『 聖 書 』
　 1 6 6 3 年 1 2 月 1 2 日 刊 行 。 1 6 6 4 年 3 月 1 日 発 売 。 印 刷 部 数 2 ， 4 0 0 。 販 売 価 格 は
1 部 5 ル ー プ ル 。 刊 行 か ら 発 売 ま で の 期 間 が 3 ケ 月 ち か く あ い て い る の で
『 ア レ ク セ イ 法 典 』 の 場 合 と 同 様 に 、 全 国 各 地 に 発 売 B の 予 告 が 行 わ れ た
も の と 考 え ら れ る 。
　 『 聖 書 』 は 5 ル ー プ ル と い う 高 額 に も か か わ ら ず 、 〈 表 9 ＞ で 見 る よ う に
最 初 の 5 日 間 で 6 4 4 部 、 3 月 末 ま で に 帳 簿 修 正 前 で 1 ， 1 7 8 部 、 修 正 後 で は 1 ， 3 0 8
部 を 販 売 し て い る 。 3 月 1 日 か ら 7 月 1 4 日 （ 修 正 後 は 1 3 日 ） ま で の 間 に 8 9 1 人
に 対 し て 1 ， 4 5 2 部 を 販 売 し た 記 録 が 残 さ れ て い る 。 販 売 経 過 の 特 徴 点 は ひ と
り の 購 入 者 に よ る ま と め 買 い が 目 立 つ こ と で あ る 。 長 老 で 校 正 職 だ っ た ア
レ ク サ ン ド ル ・ ペ チ ェ ー ル ス キ イ は 3 月 5 日 に 2 0 部 、 同 じ く 長 老 で 校 正 職
の イ オ シ フ ・ べ 一 ル イ が や は り 3 月 5 日 に 1 5 部 購 入 と い う 例 も あ る 。 何 回
か に わ た っ て の 購 入 合 計 が 5 部 、 1 0 部 と な っ た ケ ー ス や 、 名 前 が 5 回 以 上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t a 2 2 o ）
記 入 さ れ て い る 人 物 も あ る 。 貴 族 婦 人 ア ン ナ ・ イ リ イ ニ チ ナ ・ モ ロ ゾ ワ の
場 合 、 本 人 ま た は 使 い の 者 が 6 回 に わ た っ て 合 計 1 3 部 を 購 入 し て い る が 、
3 月 3 日 に は 初 め に ア ン ナ が 3 部 、 さ ら に 下 僕 の ニ キ ー タ ・ ミ ジ ェ ー エ フ
が も う 1 部 と 2 回 記 入 さ れ て い る 。
　 販 売 経 過 の も う ひ と つ の 特 徴 点 は 印 刷 局 勤 務 員 の ま と め 買 い が 目 立 つ こ
と で あ る 。 〈 表 9 ＞ で み る よ う に 3 月 5 日 だ け で 6 7 人 に 1 4 3 部 を 販 売 し て い
る が 、 そ の う ち の 1 0 人 が 印 刷 局 勤 務 員 で 合 計 7 5 部 を 購 入 し て い る 。 修 正 後
の 3 月 全 体 で は 印 刷 局 勤 務 員 の 人 数 と 購 入 部 数 は 延 べ 7 3 人 、 1 7 8 部 に 達 し て






日付 人数 部数 日付 人数 部数 日付 人数 部数
3月1日87（3）138（5） 4月2日 2 4 〔6月〕3日 5 10
3月2日105（5）128（5） 4B 2 5 6日 5（2） 6（2）
3日 127（12）125（10 4月13日 1 1 15日 1 5
4日 66（3）110（3） 21日 5（1） 12（1） 16日 1 2
5日 30 34 26日 2 4 18日 1 1
5日 1
（?
1 ? 27日 1（1） 1（1） 20日 6（4） 10（6）
村 〔3月5日 36 108
〕
30日 3 6 25日 1（1） 3（3）
6日 53（2） 86（2） 4月合計 16（2） 33（2）＊13月5日 36 108
8日 32（3） 46（5） 5月2日 1 1 ＊23月11日 64 99
9日 20（3） 47（3） 3日 3 3 28日 1 2
10日 14（1） 25（3） 5日 3 3 6月合計 21（7） 39（11）
11日 16 27 7日 3 3 7月1日 2 2
牟2〔3月11日 64 99〕 11日 6（1） 6（1） 7月2日 3 3
12日 8（1） 10（1） 5月12日2（1） 2（1） 4日 3（1） 3（1）
14日 5（2） 11（4） 13日 3（2） 5（3） 7日 1 1
＊3　〔14日 58⑬130（32）〕 14日 2 2 9日 1（1） 2（2）
15日 6 23 16日 3 4 11日 3（1） 4（2）
16日 9（2） 22（8） 19日 1 1 13日 4 5
18日 21（1） 46（1） 21日 1 1 ＊3　　14日 58 130
22日 4 10 23日 4 7 修正前7月合計 75 150
23日 7 15 25日 5（1） 5（1） 修正後　〃 17（3） 20（5）
27日 9 10 31日 6 9 3～7月合計 891（91）人
28日 10 18 5月合計 43（5） 52（6） 1，452（198）部
29日 2 2









職 を 含 め 、 延 べ 9 1 人 が 1 9 8 部 を 購 入 し て い る が 実 人 数 は 5 0 人 な の で 、 単 純 平
均 で も 1 人 当 た り ほ ぼ 4 部 に な る 。 職 種 お よ び 人 数 は 校 正 職 4 、 植 字 工 1 6 、
解 版 工 6 、 印 刷 工 6 、 イ ン ク 塗 り 工 9 、 活 字 鋳 造 3 、 製 本 工 4 の 他 に 朗 読
者 2 人 で あ る 。
　 購 入 者 の 階 層 別 の 表 に 下 層 階 級 と あ る の は 単 に 直 接 購 入 者 で あ っ て 、 大
部 分 は 主 人 の 使 い と 考 え ら れ る 。 ま た 修 道 院 の 購 入 状 況 は 、 1 0 4 の 修 道 院 の
う ち 『 聖 書 』 を 購 入 し た の は 3 9 の 修 道 院 で 、 こ の う ち 1 8 の 修 道 院 は 『 聖 書 』
だ け で 他 の 書 籍 は 購 入 し て い な い 。 『 聖 書 』 を 買 わ な か っ た 修 道 院 は 6 5 と 意
外 に 多 い 。
　 と こ ろ で 、 こ の モ ス ク ワ 版 『 聖 書 』 を 早 稲 田 大 学 図 書 館 が 昨 年 1 1 月 に 購
入 し た こ と は す べ に 述 べ て い る が 、 所 有 者 の 変 遷 が 最 初 の 約 1 0 年 を 除 く 全
期 間 は っ き り し て お り 、 当 時 の 流 通 の 範 囲 を 物 語 る 一 例 と し て 興 味 深 い の
で ふ れ て お こ う 。 1 6 6 3 年 に 刊 行 さ れ て か ら 1 6 7 3 年 ま で の 期 間 に ド イ ツ 人 東
洋 学 者 で 言 語 学 者 で も あ る H i o b 　 L u d o l f （ 1 6 2 4 － 1 7 0 4 ） が こ の 『 聖 書 』 を 入 手
し 、 グ ー テ ン ベ ル ク ゆ か り の 地 マ イ ン ッ の 大 司 教 J o h a n n 　 P h i l i p p 　 v o n
S c h o n b o r n （ 1 6 0 5 － 1 6 7 3 ） に 献 呈 し て い る 。 こ れ は 見 返 し の あ と の 遊 び 紙 に
当 時 の 筆 跡 で 記 さ れ た 献 題 と 署 名 か ら 確 認 す る こ と が で き る 。 ル ド ル フ は
エ ル フ ル ト ・ ア カ デ ミ ー と オ ラ ン ダ の ラ イ デ ン で 文 献 学 を 修 め た あ と 、 言 語
の 知 識 を 向 上 さ せ る た め 各 地 を 歴 訪 。 1 6 5 2 年 か ら 1 6 7 8 年 ま で ザ ク セ ン ・ ゴ
ー
タ 公 の 軍 籍 に あ っ た 。 か れ が 『 聖 書 』 を 入 手 し た の は こ の 時 代 で あ る が 、
い つ 、 ど こ で 、 誰 か ら 、 い く ら で 購 入 し た の か な ど は 不 明 で あ る 。 な お 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ t h 2 2 1 ）
1 6 9 6 年 に オ ッ ク ス フ ォ ー ド で 刊 行 さ れ た 『 ロ シ ア 語 文 法 』 の 著 者 H e i n r i c h
W i l h e l m 　 L u d o l f （ 1 6 5 5 － 1 7 1 2 ） は か れ の 甥 に あ た る 。
　 大 司 教 シ ェ ー ン ボ ー ン に 贈 ら れ た 『 聖 書 』 は そ の 後 シ ェ ー ン z t （ 　 ’ 一 ン 家 に
代 々 ひ き つ が れ た 。 そ し て 2 年 ほ ど 前 に 蔵 書 が 売 り に 出 さ れ た 際 に ロ ン ド
ン の 古 書 店 ク ウ ォ ー リ ッ チ 社 が 購 入 し 、 日 本 の 洋 書 店 ナ ウ カ を 経 て 早 稲 田
大 学 図 書 館 に 至 る 。 し た が っ て 保 存 状 態 は 良 好 で 、 原 装 丁 が 保 た れ て い る 。

































　 ⑤ 　 ス モ ト リ ツ キ イ の 『 文 法 』
　 1 ， 2 0 0 部 刊 行 さ れ た 同 書 は 1 6 4 9 年 1 2 月 の 在 庫 数 が 4 4 1 部 と な っ て い る の で 、
そ の 差 7 5 9 部 が す で に 売 れ て い る こ と に な る 。 献 呈 本 1 0 部 前 後 を 差 し 引 い て
も 約 7 5 0 冊 は 販 売 さ れ て い る 。 『 文 法 』 の 販 売 経 過 で は さ ら に 1 6 5 0 年 2 月 9
日 か ら 1 6 5 3 年 7 月 1 5 日 ま で に 4 9 冊 販 売 し 、 在 庫 数 は 3 9 2 部 と な っ て い る 。
　 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 籍 印 刷 と 流 通 の し め く く り と し て 個 人 蔵 書 に ふ れ る 予
定 で あ っ た が 紙 幅 の 関 係 も あ る の で 、 別 の 機 会 に 譲 る こ と と し た い 。
　 な お 最 後 に 、 写 本 に つ い て ひ と 言 ふ れ て お き た い 。 1 7 世 紀 ロ シ ア に お い
て は 西 欧 と は 違 っ て 刊 本 の 普 及 に よ り 写 本 の 制 作 が 急 速 に 衰 え る こ と は な
か っ た 。 む し ろ 民 衆 の 間 で は 広 く 用 い ら れ 、 大 き な 役 割 を 果 し て い た 。 そ
の 理 由 に つ い て ル ッ ポ フ は 次 の 4 点 を 挙 げ て い る 。 第 1 に 、 1 7 世 紀 末 ま で
は す で に 見 て き た よ う に 刊 本 は 非 常 に 高 価 で あ り 、 そ れ に 比 し て 写 本 の 方
が し ば し ば 安 か っ た こ と 。 第 2 に 、 売 れ 行 き の 良 い 本 は 特 に 地 方 で は 入 手
出 来 ず 、 珍 し い 本 に な る ほ ど 売 り に 出 る の を 探 し て い る よ り は 本 を 書 き 写
す 方 が 速 か っ た こ と 。 第 3 に 、 1 7 世 紀 後 半 の ロ シ ア に お い て は 住 民 の か な
り の 部 分 が 分 離 派 に 従 っ て お り 、 か れ ら は ニ ー コ ン 教 会 改 革 後 に 印 刷 局 か
ら 刊 行 さ れ た 新 た な 書 籍 を 敵 視 し て い た 。 そ し て 写 本 と 教 会 改 革 以 前 に 刊
行 さ れ た 古 版 本 の み を 認 め て い た 。 第 4 に 、 こ れ は 特 に 重 要 な こ と で あ る
が 、 刊 本 は そ の 主 題 に お い て は お そ ら く 住 民 の あ い だ に 高 ま り つ つ あ っ た
出 版 物 へ の 要 求 を 満 た す に は ほ ど 遠 い 状 態 に あ っ た 。 そ し て ピ ョ ー ト ル 時
代 以 前 の 出 版 物 に ロ シ ア の 社 会 思 想 の 発 展 が 反 映 し て お ら ず 、 ま た ロ シ ア
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ E 2 2 2 ）
の 文 学 は 写 本 の 世 界 に お い て の み 成 功 裡 に 発 展 し た こ と で あ る 。
　 し た が っ て 1 7 世 紀 末 ま で の ロ シ ア の 書 籍 文 化 に つ い て は 写 本 を 抜 き に し
て 語 る こ と は 出 来 な い が 、 本 稿 の テ ー マ で は な い の で そ の 点 の 指 摘 だ け に
と ど め て お き た い 。
　 1 8 世 紀 に 入 る と ロ シ ア の 出 版 ・ 印 刷 活 動 は 大 き く 様 変 り す る 。 1 7 0 8 年 に






































　 　 シ ア の 書 物 』 と 略 す ） 〔 請 求 記 号 Z A － 7 8 8 〕
1 0 2 ． 「 4 0 0 t 4 i 史 1 　 p ． 5 3
1 0 3 ． X p e c T o M a T H 兄 n o 　 M c T o p H l d 　 p Y c c K o t i 　 K H H r H 　 1 5 6 4 － 1 9 1 7 ； c o c T ． 　 J I ． 　 A ． 　 B e 3 H p O B a ， 　 p e n ． 　 A ． 八 ．
　 　 3 t l x e H r o n b u ． 　 M ． ， 1 9 6 5 ． 　 p ． 2 2 － 2 3 〔 請 求 記 号 Z A － 7 6 1 〕
1 0 4 ． 同 上 。 p ． 2 3
1 0 5 ． 『 4 0 0 年 史 』 p ． 5 3
1 0 6 ． C M n o p o B ， 　 A ． 　 A ． ， 　 H c T o p 朋 o φ o p 凧 e H 朋 p y c c K o 6 　 K H H r H ． 2 － e ・ M 3 n ． 　 H c 叩 a B ． 　 H ・ I L o n o 』 H ． 　 N ［ ． ， 1 9 6 4 ．
　 　 p ． 9 4 （ 以 下 、 『 装 飾 史 』 と 略 す ） 〔 請 求 記 号 Z A － 7 5 2 〕 。 な お こ こ で は マ ス テ ル
　 　 の 語 義 が 単 に 「 職 長 」 な い し は 「 職 人 」 に 近 く な っ て い る 。
1 0 7 ． C 刀 o B a p b 　 K H M M H H K o B 　 H 　 K H M x 《 H o c T l d 　 f l p e B H e 目 　 P y c H ． 　 O T B ． 　 p e n ． ； 丑 ． 　 C ． n M x a q e B ． 　 B b l n ． 3 （ X V I I
　 　 B ） 。 g a c T b 　 1 ： A － 　 3 ． 　 C r I 6 ． 1 9 9 2 　 p ． 1 4 9 （ 以 下 、 『 古 代 ロ シ ア 書 物 辞 典 。 第 3 分
　 　 冊 第 1 部 』 と 略 す ）
1 0 8 ． A 3 6 y K a ． 1 6 3 4 ： 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 4 3 （ n o ． 1 0 3 ） お よ び p ． 4 4 （ n o ． 1 0 8 ）
1 0 9 ． E B a H r e ” H e 　 y g H T e n b H o e ． 1 6 3 9 ： 同 上 。 　 p ． 4 5 （ n o ． 1 1 2 ）
1 1 0 ． C B 汀 T u b l ． 1 6 3 9 ： 同 上 。 　 p ． 4 5 （ n o ． 1 1 3 ）
1 1 1 ． M e c T o n H e B ． 1 6 4 0 ： 同 上 。 　 p ． 4 5 （ n o ． 1 1 5 ） 月 ～ 土 の 各 曜 日 特 有 の 祈 薦 文 が 編 集 さ
　 　 れ た も の 。 現 在 は な い 。 し た が っ て 『 六 日 経 』 は 『 小 時 課 経 』 と 同 様 、 本 稿
　 　 の た め に あ え て 訳 し た 書 名 で 、 日 本 で は 定 ま っ た 呼 び 名 は な い 。
l l 2 ． 　 K a H o H H H K ． 1 6 4 1 ： 同 上 。 　 p ． 4 6 （ n o ． 1 1 6 ）
I l 3 ． 『 古 代 ロ シ ア 書 物 辞 典 、 第 3 分 冊 第 1 部 』 p ． 1 5 2
1 1 4 ． 『 装 飾 史 』 p ． 8 8
1 1 5 ． O T 　 a 3 6 y K H 　 M B a H a Φ e A o p o B a 　 A o 　 c o B p e M e H H o r o 　 6 y K B a p 兄 ． 　 C o c T ． 　 B ． 　 n ． 　 B o F A a H o B 　 H 　 A p ．
　 　 M ． ， 1 9 7 4 ． p ． 2 4 〔 請 求 記 号 G H － 2 2 1 1 〕
1 1 6 ． 『 装 飾 史 』 p ． 8 9 － 9 0
1 1 7 ． 同 上 。 P ． 9 4
1 1 8 ． 『 キ セ リ ョ ー フ 論 文 s p ． 1 3 5
1 1 9 ． 『 装 飾 史 』 p ． 8 8 の 脚 注 。
1 2 0 ． 1 ’ l p a n o r ， 　 n e p B a H 　 n o 刀 o B H H a （ c e H T 只 6 p b 一 φ e B p a 刀 b ） ． 1 6 4 1 ： 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』
　 　 p ． 5 5 （ n o ユ 5 6 ） お よ び n p ㎝ o r ， 　 B T o p 朋 n o 刀 o B H H a （ M a p T － A B r y c T ） ． 1 6 4 3 ： 同 p ． 5 8 （ n o ． 1 6 7 ）
1 2 1 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 p ． 3 0
1 2 2 ． C B o A H b l M 　 K a T a ” o r 　 c n a B H H o － p y c c K M x 　 p y K o n u c H b l x 　 K H H r ， 　 x p a H A 【 u H x c f i 　 B 　 C C C P ， 　 X I － X I I I
　 　 B B ． 　 P e n ． 　 C ． 　 O ． 　 M M M M 　 H 　 A P ． 　 M ． ， 1 9 8 4 ． 　 p ． 3 8 1 （ 以 下 、 「 l l － 1 3 世 紀 写 本 総 目 録 』 と
　 　 略 す ） 〔 請 求 記 号 Z B － 1 9 6 2 〕
1 2 3 ． M o a H H 　 3 i a T o y c T ． 　 M a p r a p M T ． 1 6 4 1 ： 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 5 5 （ n o ． 1 5 7 ）
1 2 4 ． X p H c T H a H c T B o ： g H u M K A o n e a M g e c K H t i 　 c 刀 o B a p b ． 　 B 　 2 　 T o M a x ． 　 P e n ． 　 K o a ． 　 C ． 　 C ． 　 A B e p H H u e B
　 　 H 　 m p ． 　 T o M 　 1 ． 　 M ， 1 9 9 3 ． 　 p ． 6 2 6 （ 以 下 、 『 キ リ ス ト 教 百 科 』 と 略 す ）









































　 　 r e o r p a φ M f l 　 P o c c M H ． 　 X I － H a q a 調 o 　 X X B ． 　 M ． ， 1 9 7 5 ． 　 p ． 7 9 － 9 4 ） に よ れ ば 所 領 内 の 農 家
　 　 戸 数 は 1 6 5 3 － 1 6 6 1 年 が 3 ， 8 5 4 戸 、 1 6 7 8 年 5 ， 5 3 0 戸 で 、 ロ シ ア 国 内 6 0 0 の 修 道 院 の
　 　 中 で 総 本 山 ト ロ イ ツ ェ ・ セ ル ギ エ フ 修 道 院 の 1 6 5 3 － 1 6 6 1 年 1 6 ， 8 3 8 戸 、 1 6 7 8 年 1 6 ， 8 1 3
　 　 戸 に 次 ぐ 第 2 位 で あ っ た 。 以 上 の 諸 点 か ら 、 モ ロ ゾ フ を こ の 修 道 院 に 送 っ た
　 　 の は 追 放 で は な く 、 危 険 を 回 避 す る た め の 方 策 で あ っ た こ と を う か が い 知 る
　 　 こ と が 出 来 る 。
1 4 0 ． 　 y 刀 o H 《 e H M e 　 r o c y n a p 兄 、 　 u a p A 　 M 　 B e 朋 K o r o 　 K H H 3 A 　 A 』 e K c e 月 M H x a 目 J l o B H q a ． 〔 C H 6 ． 〕 　 1 9 1 3 ．
　 　 p ． I V 〔 請 求 記 号 　 B B － 5 2 5 7 〕 。 こ れ は 「 ア レ ク セ イ 法 典 』 を 1 9 1 3 年 当 時 の ロ シ
　 　 ア 語 に 直 し て 出 版 し た も の で 、 序 文 に 1 6 4 9 年 の 刊 行 経 過 が 詳 し く ふ れ ら れ て
　 　 い る 。 以 下 、 『 1 9 1 3 年 版 ア レ ク セ イ 法 典 』 と 略 す 。
1 4 1 ． 『 キ セ リ ョ ー フ 論 文 』 p ． 1 6 2
1 4 2 ． 同 上 。 p ． 1 6 3
1 4 3 ． 『 1 9 1 3 年 版 ア レ ク セ イ 法 典 』 p ． W ．
1 4 4 ． 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 7 0 （ n o ． 2 1 9 ）
1 4 5 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 p ． 8 3 で は 1 ， 1 8 3 部 と な っ て い る が 、 第 4 章 で ふ れ る 同 じ
　 　 ル ッ ポ フ が 発 掘 し た 印 刷 局 売 店 の 帳 簿 で は 1 ， 1 8 1 部 と な っ て い る 。
1 4 6 ． 　 〈 銅 貨 一 揆 》 に 関 し て は 次 の 資 料 集 が 刊 行 さ れ て い る 。 B o c c T a H M e ・ 1 6 6 2 r ． 　 B ・ M o c K B e ；
　 　 c 6 0 p H M K 　 A o K Y M e H T o B ． 　 O T B ． 　 p e A ． 　 A ． 　 A ． 　 H o B o c e ” b c K H t i ． 　 M ． ， 1 9 6 4 〔 請 求 記 号 A D － 4 7 9 1 〕
1 4 7 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 p ． 6 7
1 4 8 ． 『 キ セ リ ョ ー フ 論 文 』 p ． 1 5 3 の 脚 注 ．
1 4 9 ． 『 カ ラ タ ー エ フ の 記 述 目 録 』 p ． 3 0 9 － 3 1 0 （ n o ． 1 9 0 ）
1 s e ． 『 キ リ ス ト 教 百 科 』 p ． 2 4 5
1 5 1 ． 同 上 ． p ． 2 4 5
1 5 2 ． q H T a T e m H 　 H 3 丑 a H 揃 M o c K o B c K o M 　 T H n o r p a φ 閉 B c e p e 朋 H e 　 X V I I 　 B e K a ． 　 n y 〔 S n M K a u H 月
　 　 双 o K y M e H T o B 　 H c c 』 e 丑 o B a H H e 　 C 』 ． 　 J l y n n o B a ． 　 J I ． ， 1 9 8 3 ． 　 p ． 2 9 〔 請 求 記 号 Z A － 1 0 4 7 〕
1 5 3 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 s p ． 6 1
1 5 4 ． 『 装 飾 史 』 p ． 9 8
1 5 5 ． K y c o B ， 　 B ． 　 C ． 　 K a p T o r p a φ H q e c K o e 　 H c K y c c T B o 　 P y c c K o r o 　 r o c y n a p c T B a ． 　 M ， ， 1 9 8 9 ． 　 p ． 3 8 －
　 　 3 9
1 帆 C q H T a H M e 　 y A o 6 H o e （ T a （ b O I H u a 　 Y M H o ＞ K e H H f l ） ． 1 6 8 2 ： 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 1 1 1
　 　 （ n o ． 3 7 9 ）
1 5 7 ． O q e p K H 　 p y c c K o t i 　 K y 』 b T y p b l 　 X V I I 　 B e K a ． 　 q a c T b 　 2 ． 　 M ． ， 1 9 7 9 ． 　 p ． 5 3 （ 以 下 、 『 1 7 世 紀
　 　 ロ シ ア 文 化 概 論 第 2 部 』 と 略 す ） 。 な お 『 便 利 な 計 算 』 の 長 い 正 式 書 名 も こ の
　 　 5 3 ペ ー ジ に 記 載 さ れ て い る 。
1 S S ． 　 L e i b n i z ， 　 G o t t f r i e d 　 W i l h e l m 　 v o n ． ， 　 N o v a 　 M e t h o d u s 　 p r o 　 M a x i m i s 　 e t 　 M i n i m i s ．
　 　 I n ： A c t a 　 E r u d i t o r u m ． 　 L e i p z i g ， 1 6 8 4 ．










































1 8 1 ． 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 3 9 （ n o ． 8 5 ）
1 8 2 ． n a M A T H M K H 　 ” M T e p a T y p b l 　 n p e B H e t i 　 P Y c H ． 　 X V I I 　 B e K ． 　 K H ． 3 ． 　 M ． ， 1 9 9 4 ． 〔 請 求 記 号 F H －
　 　 1 1 1 2 7 〕
1 8 3 ． C o m e n i u s ， 　 J o h a n n 　 A m o s ． ， 　 O r b i s 　 s e n s u a l i u m 　 p i c t u m ． 　 N u r e m b e r g ， 1 6 5 4 ．
1 8 4 ． C 』 o B a P b 　 P y c c K o P o 　 f i 3 b i K a 　 X I 　 X V I I 　 B B ・ B b l n ． 　 L M ， 1 9 7 5 － 〔 請 求 記 号 G H － 2 2 0 4 〕
　 　 カ リ オ ン ・ イ ス ト ー ミ ン の 『 初 等 読 本 』 の 本 文 の ペ ー ジ が 見 返 し の 装 飾 に 使
　 　 用 さ れ て い る の は 、 1 2 、 1 3 、 1 5 、 1 6 、 1 8 の 各 巻 。
1 8 5 ． 注 1 8 0 に 前 出 の ル キ ャ ネ ン コ の 解 説 文 p ． 　 5
1 8 6 ． 『 1 7 世 紀 の ロ シ ア の 書 物 』 p ． 3 5
1 8 7 ． 〔 J l a B p e H T 砿 3 H 3 a H 曲 T y c T a H o B c K H A 〕 ． 　 K a T e x M 3 H c ． 〔 o K ． 2 9 ． 1 ． 1 6 2 7 〕 ： 『 ジ ョ ー ル ノ
　 　 ワ の 総 目 録 』 p ． 3 4 （ n o ． 6 3 ）
1 9 9 ． r p a M M a T H K a 　 c 刀 a B ” H c K a A ． 　 B H ” b H o ， 1 5 9 6 ： 『 カ ラ タ ー エ フ の 記 述 目 録 』 p ． 2 7 0 （ n o ．
　 　 1 4 5 ）
1 8 9 ． カ ト リ ッ ク の 支 配 地 域 に お い て ギ リ シ ア 正 教 の 儀 式 や 慣 習 を 認 め る こ と を 条
　 　 件 に 行 わ れ た カ ト リ ッ ク 教 会 と の 連 合 。 だ が カ ト リ ッ ク か ら の 圧 迫 や 教 会 連
　 　 合 に 反 対 し 、 本 来 の ギ リ シ ア 正 教 に 基 づ く 生 活 を と り も ど す た め の 闘 い が 各
　 　 地 で 組 織 さ れ た 。
1 9 0 ． 『 キ セ リ ョ ー フ 論 文 』 p ． 1 3 9 － 1 4 1
1 9 1 ． G a l i l e i ， 　 G a l i l e o ． ， 　 D i a l o g o 　 d i 　 G a l i l e i 　 L i n c e o … s o p r a 　 i 　 d u e 　 m a s s i m i 　 s i s t e m i 　 d e I
　 　 m o n d o 　 T o l e m a i c o ， 　 e 　 C o p e r n i c a n o ． 　 F i o r e n z a ， 1 6 3 2 ．
1 9 2 ． 『 4 0 0 年 史 』 P ． 5 6
1 9 3 ． K o p M q a 月 ． 1 6 5 0 ： 『 ジ ョ ー ル ノ ワ の 総 目 録 』 p ． 7 1 （ n o ． 2 2 2 ）
1 9 4 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 p ． 5 3
1 9 5 ． 同 上 。 p ． 3 3
1 9 6 ． 同 上 。 P ． 3 2
1 9 7 ． 　 ［ 「 l o J I H K a p n o B ， Φ ． 　 n ． ］ J l e K c H K o H 　 T p e A 3 b N H b l t h ． 　 c H p e q b 　 P e q e H H □ c J a B e H c K H x ， 　 e 川 H H o －
　 　 r p e q e c K H x 肋 a T H H c K H x 　 c o K p o B H 山 e ． 以 下 省 略 。 　 M ． ， 1 7 0 4 ： 『 ピ ョ ー ト ル 時 代 の キ
　 　 リ ル 文 字 出 版 物 総 目 録 』 p ． 1 0 3 （ n o ． 3 5 ）
1 9 8 ． n e g a T H b l n 　 n p H K a 3 ． 1 6 世 紀 か ら 1 7 2 2 年 に か け て 存 続 し た 公 証 機 関 。 国 璽 の 保 管 と
　 　 押 印 お よ び 手 数 料 の 徴 収 を 行 っ た 。 『 ソ ビ エ ト 歴 史 百 科 』 第 1 1 巻 5 6 4 頁 に よ れ
　 　 ば 使 節 （ 外 務 ） 庁 に 従 属 し て い た 。
1 9 9 ． C y p o ） K C K H n 　 P f i n ． ク リ ミ ア 半 島 南 部 ・ 黒 海 沿 岸 の ス ー ロ ジ （ 現 ス ダ ー ク ） か ら モ
　 　 ス ク ワ に や っ て 来 た 「 ス ー ロ ジ 商 人 」 に 由 来 す る 。 ス ー ロ ジ は ジ ェ ノ ヴ ァ 人
　 　 が 建 設 し た 植 民 都 市 の う ち の ひ と つ ソ ル ダ イ ア の ロ シ ア 名 。 「 ス ー ロ ジ 商 人 」
　 　 た ち が モ ス ク ワ に 来 た こ と は 1 3 5 6 年 に 初 め て 年 代 記 に あ ら わ れ る 。 か れ ら は
　 　 黒 海 沿 岸 の 各 植 民 都 市 の イ タ リ ア 人 た ち と の 交 易 に よ り 得 た 品 々 を モ ス ク ワ










































2 1 4 ． C a n y H o B ， 　 B ． 　 B ． ， 　 n y T H 　 p a c n p o c T p a H e H M f l 　 K H H r H 　 B 　 P o c c H H 　 B 　 X V I I 　 B ． ／ K H M r a 　 B 　 P o c c H M
　 　 X V I I － H a g a J i a 　 X I X 　 B ． 　 n p O 6 乃 e M b l 　 c o 3 n a H M H 　 H 　 p a c 叩 o c T p a H e H M f i ． 　 C 6 0 p H M K 　 H a y g H b l x 　 T p y 丑 o B ．
　 　 J I ． ， 1 9 8 9 ． 　 p ． 1 2 － 2 0
2 1 5 ． 同 上 。 p ． 1 3
2 1 6 ． 1 ’ l o K y n a T e A H 　 H 3 n a H H t i 　 M o c K o B c K o n 　 T H n o r p a φ H H 　 B 　 c e p e f i l i H e 　 X V I I 　 B e K a ． 　 y K a 3 a T e ” b 　 H M e H
　 　 n r e o r p a φ H q e c K H x 　 H a 3 B a H M M ． 　 C o c T ． 　 C ． 　 n ． 　 J l y n n o B ． 　 J I ． ， 1 9 8 4 〔 請 求 記 号 Z A － 1 0 6 2 〕
2 1 7 ． J l y n n o B ， 　 C ． 　 n ． ， 　 n p o 五 a ） K a 　 B 　 M o c K B e 　 y g e 6 H b l x 　 n c a m b i p e M 　 （ 1 6 6 3 p ． ） ／ K H H r o T o p r o B o e
　 　 H 6 1 i 6 A H o T e g H o e 　 n e 刀 o 　 B 　 P o c c H H 　 B 　 X V I I － n e p B o t l 　 n o 」 o B H H e 　 X I X 　 B ． 　 C b O p H M K 　 H a y g H b l x
　 　 T p Y A o B ． 　 J I ． ， 1 9 8 1 ． p ． 6 － 2 1
2 1 8 ． K o p n y c 　 3 a n H c e 菌 H a 　 c T a p o n e q a T H b l x 　 K H H F a x ． 　 B b m ． 1 ． 　 C 「 1 6 ． ， 1 9 9 2 ．
2 1 9 ． B H r M e B ， 　 A ． 　 H ． ， 　 l i c T o p H f l 　 o T e q e c T B e H H o t i 　 n o g T b l ． 2 － e 　 H 3 n ， 　 n e p e p a 6 ． 　 H 　 A o n ． 　 M ． ， 1 9 9 0 ．
2 2 0 ． 『 聖 書 』 以 外 の 書 籍 を 含 め た 帳 簿 全 体 に 記 さ れ て い る 女 性 は モ ロ ゾ ワ 夫 人 の ほ
　 　 か に 貴 族 な い し 公 爵 夫 人 が 4 人 、 女 子 修 道 院 長 が ひ と り で あ る 。 1 7 世 紀 ロ シ
　 　 ア に お い て は 女 性 に 対 し て 教 育 は 行 わ れ ず 、 し た が っ て そ の 識 字 率 は ほ と ん
　 　 ど ゼ ロ に 近 か っ た と さ れ て い る が 、 上 流 階 級 や 聖 職 者 の あ い だ で は 女 性 に 対
　 　 し て も 一 定 程 度 の 教 育 を 行 っ て い た こ と が う か が え る 。
2 2 1 ． L u d o l f i ， 　 H e n r i c i 　 W i l h e l m i ． ， 　 G r a m m a t i c a 　 R u s s i c a ． 　 O x o n i i ， 　 M D C X C V I
　 　 　 〔 1 6 9 6 〕 ． R e p r i n t e d ． 　 O x f o r d ， 1 9 5 9 ． 〔 早 大 語 研 6 1 0 － 4 － B 〕
2 2 2 ． 『 1 7 世 紀 ロ シ ア の 書 物 』 p ． 3 7 － 3 8
　 　 〈 本 文 及 び 注 に 書 名 を 掲 げ て い な い 参 考 文 献 ＞
1 6 ． 　 J ． カ ー タ ー 、 P ． 　 H ． ム ー ア 編 ／ 西 洋 書 誌 研 究 会 訳 『 西 洋 を き ず い た 書 物 』
雄 松 堂 書 店 、 1 9 7 7 年
〈 第 1 回 へ の 訂 正 と 補 足 〉
訂 正 　 1 0 1 頁 5 行 目
　 　 　 1 1 1 頁 1 4 行 目
　 　 　 1 1 3 頁 1 行 目
　 　 　 1 1 7 頁 1 9 行 目
　 　 　 1 1 9 頁 1 6 行 目
　 　 　 1 3 8 頁 5 ．
補 足 一 図 版 の 出 典
　 　 　 図 1 お よ び 図 2
? ?
? ? ?
オ ー ス ト ラ リ ア → オ ー ス ト リ ア
総 主 数 → 総 主 教
地 下 室 → 地 階
n o n O U K H 藺 → 「 1 0 刀 O U K H 目
人 名 が → 人 名 を 含 め た 構 成 メ ン バ ー 全 体 が
入 語 → 入 門
『 ス コ リ ー ナ 　 文 書 と 資 料 集 』 口 絵
『 4 0 0 年 史 』 1 7 頁
同 上 ． 3 8 頁 と 3 9 頁 の 間 の 挿 絵
同 上 ． 4 0 頁 と 4 1 頁 の 間 の 挿 絵
　 　 　 　 　 　 　 　 （ い わ た 　 ゆ き お 　 校 友 ・ ナ ウ カ 株 式 会 社 ）
7 回 の ＄ 手 的 勾 覇 ド 甑 、 パ 峯 訂 丘 を 行 孤 ．
） ° ’ 7 秘 8 日 一 η
岩 1 ヨ 行 雄
